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輝
き
を
増
す

「
３
つ
の
宝
」

農
林
畜
産
業

特
集

◉できていますか？　災害への備え
◉ごみの適正な処理に協力ください ほか

【今月の主な記事】

広報

幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

市民の願いがかなう
南九州のリーディングシティ



食
料
供
給
都
市
と
し
て
の
地
位
を

確
立
す
る
た
め
の
取
り
組
み

　

豊
か
な
自
然
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
た
本
市
は
、
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。
平
成
18
年
の
農
業
産
出
額
で
は
、

全
国
の
市
町
村
で
２
位
、
九
州
で
は
１

位
と
な
っ
て
い
て
、
特
に
、
肉
用
牛
、

豚
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
全
国

１
位
を
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
有
数
の
普
通
期
水
稲
の

産
地
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
里
芋
や
ゴ

ボ
ウ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
、
加
工
用
野
菜
の
需
要
増
加
な
ど

に
伴
い
、
焼
酎
用
カ
ン
シ
ョ
や
里
芋
な

ど
の
契
約
栽
培
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
業
生
産
量
は
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
が
、
加
工
品
の

製
造
や
流
通
販
売
の
取
り
組
み
に
は
、

余
力
が
あ
る
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
市

で
は
、
優
れ
た
地
域
資
源
を
生
か
し
付

加
価
値
を
高
め
、
農
林
畜
産
業
者
の
所

得
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
６
次
産
業
化
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
名
実
と
も
に
「
日
本
一
の
和

牛
生
産
地
」の
称
号
を
獲
得
す
る
た
め
、

名
だ
た
る
産
地
が
改
良
の
成
果
を
競
い

合
う
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
で
の

日
本
一
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
「
食

料
供
給
都
市
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立

し
ま
す
。
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基
幹
産
業
で
あ
る「
農
林
畜
産
業
」

さ
ら
に
輝
き
を
増
す
都
城
の
「
３
つ
の
宝
」

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
本
市
が
持
つ
３
つ
の
宝
、即
ち
「
農
林
畜
産
業
」

都
城
の
「
地
の
利
」「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
」
を
輝
か
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宝
を
輝
か
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
の
成
果
と
、
今
後
の
展
望
を
紹
介
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４



６
次
産
業
化
推
進
の
成
果

　

平
成
25
年
度
に
「
は
ば
た
け
都
城
六

次
産
業
化
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

国
や
県
、関
係
機
関
な
ど
と
一
体
と
な
っ

た
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。
人
材
育
成

や
商
品
開
発
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
た
ほ
か
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
農
林
畜
産
業
者
と
食
品
加

工
業
者
な
ど
と
の
連
携
を
促
す
「
６
次

化
情
報
バ
ン
ク
」
を
開
設
。
積
極
的
に

６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
か
る
農
業
の
確
立
を
目
的
と
し

て
策
定
し
た
「
都
城
市
６
次
産
業
化
推

進
計
画
」
を
基
に
、
生
産
や
加
工
・
製

造
、
流
通
・
販
売
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ジ

ご
と
に
、
実
施
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

日
本
一
の
称
号
獲
得
に
向
け
た

取
り
組
み
の
成
果

　

平
成
29
年
度
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
て
、

関
係
機
関
協
力
の
下
、
５
カ
年
計
画
で

生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
和
牛
五
輪

Ｇ
Ｏ
！　

５
プ
ラ
ン
」
を
推
進
。
平

成
26
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
１ 

１
７
回
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
和
牛
枝
肉
共

進
会
で
は
、２
位
、３
位
、５
位
を
獲
得
。

ま
た
、
昨
年
２
月
と
、
今
年
２
月
に
開

催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
系
統
和
牛

枝
肉
共
励
会
で
見
事
金
賞
を
獲
得
し
、

「
日
本
一
の
都
城
産
宮
崎
牛
」
と
、「
日

本
一
の
和
牛
生
産
地
」
の
称
号
獲
得
に

向
け
て
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。　

た
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

平
成
26
・
27
年
度
で
、
19
件
の
事
業
者

が
新
た
に
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を

始
め
、
ま
た
、
53
件
も
の
新
商
品
が
開

発
さ
れ
ま
し
た
。
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好評を博したモンゴルでの都城産
宮崎牛認知の取り組み

インターネットサイト「６次化情報バンク」
登録会員募集中！

さらに輝きを増す都城の「３つの宝」

「農林畜産業」振興の成果

　平成27年度、新たな取り組みとして、
本市の友好交流都市であるモンゴル国ウラ
ンバートル市に、都城産の牛肉を売り込む
ための事業を実施。在モンゴル日本国大使
館で毎年行われる「天皇誕生日祝賀レセプ
ション」で、モンゴル政府関係者や各国外
交官などに都城産宮崎牛を提供し、好評を
博しました。
　都城産宮崎牛のおいしさを知ってもらえ
たことで、海外での認知度の向上に加え、
輸出のための足掛かりになりました。

【新たに開発された６次化商品の例】



日
頃
の
備
え

　

災
害
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
次
の
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

防
災
マ
ッ
プ
で
危
険
箇
所
を
確
認

　

市
で
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
る
防
災

マ
ッ
プ
で
、
避
難
所
の
場
所
や
、
土
砂

災
害
・
洪
水
な
ど
の
危
険
箇
所
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
発
生
時
は
、
道
路
が
被
害
を
受

け
、
通
常
の
ル
ー
ト
が
通
れ
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
族
が

職
場
や
自
宅
、
学
校
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
離

れ
た
と
こ
ろ
に
い
た
り
、
子
ど
も
だ
け

が
家
で
留
守
番
し
て
い
た
り
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
避
難
所
ま

で
の
経
路
や
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

の
活
用
な
ど
家
族
間
の
連
絡
方
法
を
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
の
準
備

　

大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
と
き

に
は
、
市
の
支
援

体
制
が
整
い
、
全

て
の
人
に
支
援
や

物
資
が
行
き
渡
る

ま
で
に
数
日
掛
か

り
ま
す
。

　

水
道
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
止
ま
っ
て
も
自
力
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
最
低
限
３
日
程
度
の
食
料
と
水
、

生
活
用
品
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

正
確
な
情
報
収
集

　

テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
視
聴

で
き
る
デ
ー
タ
放
送
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
雨
の
降
り
方
や

河
川
の
水
位
な
ど
の
情
報
を
、
普
段
か

ら
入
手
す
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、災
害
が
予
測
さ
れ
る
と
き
は
、

防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
も

防
災
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
早
め
の
避
難
」
を
心
掛
け
る

　

雨
の
降
り
方
や
河
川
水
位
の
上
昇
な

ど
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
避
難
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
す
る
と

き
は
動
き
や
す
い
格
好
で
、
一
人
で
は

な
く
複
数
人
で
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
、
崖
か
ら
離
れ
た
部
屋
で
寝
起
き

す
る
よ
う
に
し
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報

な
ど
に
も
注
意
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら

心
掛
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
き
て
い
ま
す
か
？

災
害
へ
の
備
え

地
震
・
台
風
・
集
中
豪
雨
・
土
砂
災
害

　４月に熊本県を中心に発生した熊本地震。最大震度７を２回も記録
し、甚大な被害をもたらしました。発生が懸念されている南海トラフ巨
大地震では、本市でも最大震度６強が想定されていて、市民１万人以上
の避難が予測されています。
　また、これから台風や豪雨などによる災害も発生しやすい時期を迎え
ます。災害はいつ起こるか分かりません。災害に備えて、日頃からでき
ることをもう一度考えてみませんか。
◎問い合わせ　危機管理課　☎23-2129

1人分×1日の目安

非常食
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地震・台風・集中豪雨・土砂災害

できていますか？災害への備え

地
震
に
備
え
る

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
住
宅

内
部
で
被
害
に
あ
っ
た
人
が
多
く
、

負
傷
者
の
約
半
数
は
「
家
具
の
転
倒

や
落
下
が
原
因
だ
っ
た
」
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

震
度
６
強
は
、
這
わ
な
い
と
動
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
の
強
い

揺
れ
で
、
耐
震
性
の
低
い
木
造
建
物

は
、
傾
い
た
り
倒
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
半
の
固
定

し
て
い
な
い
家
具
が
倒
れ
る
可
能
性

も
高
い
こ
と
か
ら
、
家
具
の
転
倒

防
止
や
寝
起
き
す
る
場
所
の
安
全

確
保
、
出
入
り
口
の
家
具
の
配
置
な

ど
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
情
報
を
得
る
た
め
の
携
帯

ラ
ジ
オ
や
、
懐
中
電
灯
な
ど
を
必
ず

用
意
し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
や
子
ど

も
が
い
る
家
庭
は
、
食
料
以
外
に
も

必
要
な
も
の
が
な
い
か
確
認
し
、
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

備
蓄
品
は
、
家
族
の
人
数
に
よ
っ

て
は
膨
大
に
な
り
ま
す
。
持
ち
運
ぶ

際
の
こ
と
も
考
え
、
緊
急
避
難
時
に

す
ぐ
持
ち
出
す
必
要
の
あ
る
も
の
は

備
蓄
品
と
分
け
て
、
玄
関
や
車
の
ト

ラ
ン
ク
な
ど
に
保
管
し
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
す
。

地震発生！ そのときどうするコラム

　市が気象情報などを元に発表する避難の目安で
す。しかし、雨の降り方がいつもと違うなど、危
険を感じた場合は、情報が発表されていなくても、
早めに避難しましょう。

①��避難準備情報　
　豪雨や台風が接近し、危険な状態が予測される
場合に発表します。対象となる地域の人は、避難
準備を進めるとともに、高齢者などで避難に時間
を要する人は、早めに避難をしましょう。

②避難勧告　
　災害の発生が予測されるときに発表します。対
象となる地域の人は、指定された避難所など、安
全な場所へ避難を開始しましょう。

③避難指示
　さらに危険が切迫したときに発表します。もし、
指定避難所へ避難する余裕がなければ、近隣の安
全な場所へ避難するなど、直ちに命を守る最低限
の行動をとってください。

避難するときは避難情報を参考に

●宮崎県防災・防犯情報メールサービス
　気象情報のほか、市が発表する避難情
報や、避難所の開設状況などを配信します。
https:�//�www.�fastalarm.jp/miyazaki/
●スマートフォンアプリ「みたチョ」

　電波が届かなくても、最寄りの避難所
まで避難誘導する機能を持ち、気象庁が
発表する災害情報なども確認できます。

●災害用伝言ダイヤル「１７１」
　伝言を残すことで、安否確認ができます。

災害全般、り災証明 危機管理課� ☎ 23-2129
避難所 コミュニティ課� ☎ 23-7146
道路被害 維持管理課� ☎ 23-2752
体が不自由な人の
避難 福祉課� ☎ 23-2980

水道の断水 水道局� ☎ 23-4510

電気・停電 ㈱九州電力都城営業所
� ☎ 0120-986-705

都市ガス 宮崎ガス� ☎ 38-7500

▼災害時のお役立ち情報

▼災害時の問い合わせ先

地震発生 行動の目安

１～２分
身の安全を確保することが最優先。
机の下などに避難する。揺れが収
まったら、コンロの火を消し、ガ
スの元栓を締める

３分
ドアや窓を開けて逃げ道を確保。
靴を履いてガラスの破片などから
足を守る。ラジオなどで正しい情
報を収集する。

５分
家屋倒壊の恐れがあれば避難する。
隣近所の安全を確認。高齢者や妊
婦などには積極的に声をかけ、安
否確認や、避難の補助を行う。

５～10分 家族と連絡を取る。家を出るとき
は電気のブレーカーを切る。

10分～
余震に注意し、崩れる危険性があ
る建物には近づかない。隣近所で
協力して、消火・救助活動を行う。

１～３日
市の広報や、ラジオなどで正しい
情報を確認する。避難生活ではルー
ルを守る
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心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

市
内
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
や
増
進
に
役
立
つ

「
美
人
の
湯
」
と
称
さ
れ
る
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸
水
素
塩
の
泉

質
を
持
つ
５
つ
の
公
設
温
泉
施
設
が
あ
り
、
交
流
や
憩
い
の
場

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

山
之
口
、
高
城
、
山
田
、
高
崎
の
公
設
温
泉
施
設
で

青
井
岳
荘
（
山
之
口
町
）

　

青
井
岳
自
然
公
園
内
に
あ
る
青
井
岳

荘
。
ぬ
る
ぬ
る
と
し
た
と
ろ
み
の
あ
る

泉
質
が
特
徴
で
、
と
ろ
み
の
湯
１
０
０

選
に
も
選
ば
れ
、
入
浴
後
は
肌
が
す
べ

す
べ
に
な
る
と
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
川
辺
の
散
策
や
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
で
雄
大
な
自
然
に
親
し
む
こ
と
も

で
き
、
宿
泊
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
営
業
時
間　

７
時
～
21
時
（
受
け
付

け
は
20
時
30
分
ま
で
）

●
定
休
日　
　

毎
月
第
１
木
曜
日

※�

た
だ
し
、
２
月
・
９
月
は
第
１
水
曜

日
～
金
曜
日
の
３
日
間

問　

青
井
岳
荘　

　
　

☎
57

−

２
１
７
７

観
音
さ
く
ら
の
里
（
高
城
町
）

　

野
外
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
か
れ
る
広

場
を
有
す
る
、
高
城
観
音
池
公
園
内
に

あ
る
観
音
さ
く
ら
の
里
。
電
気
マ
ッ

サ
ー
ジ
風
呂
な
ど
14
種
類
の
お
風
呂
が

楽
し
め
、
施
設
内
に
あ
る
温
泉
プ
ー
ル

で
は
、
有
料
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
水
泳
指
導
な
ど
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
営
業
時
間　

７
時
～
21
時
（
受
け
付

け
は
20
時
ま
で
）

●
定
休
日　

毎
週
水
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

問　

観
音
さ
く
ら
の
里

　
　

☎
29

−
２
１
０
０

か
か
し
の
里　

ゆ
ぽ
っ
ぽ（
山
田
町
）

　

霧
島
連
山
の
裾
野
に
湧
き
出
る
湯
量

が
豊
富
な
温
泉
で
、
す
べ
す
べ
つ
る
つ

る
に
な
る
と
評
判
の
泉
質
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
12
室
あ
る
坪
庭
付
き
の
家
族

湯
で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
の
時

間
を
楽
し
め
ま
す
。

●
営
業
時
間

月
～
土
曜
日　

９
時
～
22
時

日
曜
日　

7
時
～
22
時

（
受
け
付
け
は
21
時
ま
で
）

※
家
族
湯
の
予
約
は
８
時
30
分
か
ら

●
定
休
日　

毎
月
第
２
水
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

問　

か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ

　
　

☎
64

−

３
７
１
１

　
　

同
家
族
湯　

　
　

☎
64

−

２
１
３
１

や
ま
だ
温
泉
（
山
田
町
）

　

地
域
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
身
近
な

温
泉
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

地
下
１
、７
０
０
㍍
の
泉
源
か
ら
毎
分

４
３
０
㍑
も
湧
き
出
る
豊
富
な
湯
量
を

誇
り
ま
す
。

　

駐
車
場
の
温
泉
ス
タ
ン
ド
で
は
、
１

㍑
１
円
で
温
泉
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
営
業
時
間　

９
時
～
22
時

●
定
休
日　

毎
月
第
３
水
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

問　

や
ま
だ
温
泉　

☎
64

−

２
０
２
０

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
（
高
崎
町
）

　

野
球
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実
し
た
高
崎
総
合

公
園
内
に
あ
る
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
。
温

水
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
も
完

備
し
、
宿
泊
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
営
業
時
間　

６
時
～
22
時

●
定
休
日　

毎
月
第
３
木
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

問　

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き

　
　

☎
62

−

５
５
２
６

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券
を
利
用

す
る
と
き
は

　

市
内
の
温
泉
施
設
な
ど
を
利
用
す
る

と
き
に
、
65
歳
以
上
の
人
や
各
種
障
害

者
手
帳
を
保
有
す
る
人
は
、
健
康
増
進

施
設
利
用
割
引
券
が
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
割
引
券
は
、
市
が
健
康
の
維
持
や
増

進
を
目
的
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

割
引
券
を
利
用
す
る
と
き
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
本
人
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
提
示
が
必
要

で
す
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課　

☎
23

−

３
１
０
２

　観音さくらの
里のプールで
は、水泳やアク
アビクスの教室
を、毎日３人の
担当者が指導し
ています。「泳
げるようになり
たい」「きれい
なフォームで泳
ぎたい」「膝な
どの負荷を減ら
して運動した
い」など、受講
生の思いはさま
ざま。希望に添

ったサポートを心掛けています。
　高城スポーツクラブや保育園児などの
水泳指導も行っていて、幅広い年代の人
がプールを利用しています。顔も付けら
れない子どもや泳げなかった大人が、目
標を達成する瞬間に立ち会い、笑顔が輝
く瞬間を見られることが最高です。

株式会社　レイク観音
施設管理課長
（水泳・アクアビクスイ
ンストラクター）

内
う ち

立
た て

輪
わ

　樹
いつき

さん

インタ
ビュー

泳ぎたい！　体力つけたい！
をお手伝いします
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市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ

ン
ビ
ニ
）
の
キ
オ
ス
ク
端
末
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
で
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を

取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

市
役
所
の
開
庁
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

☎
23

－
２
１
２
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
主
な

手
続
き

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
証
な
ど
の
社
会
保
障
や
確
定
申
告
な

ど
の
税
の
手
続
き
な
ど
順
次
、
行
政
の

手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

●
主
な
手
続
き

〔
税
〕

�

固
定
資
産
税
の
減
免
申
請
や
、
退
職
所

得
に
係
る
市
県
民
税
納
入
申
告
な
ど

〔
福
祉
〕

�

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
手

続
き
、
母
子
手
帳
の
交
付
、
保
育
所
の

申
請
な
ど

〔
保
険
〕

国
民
健
康
保
険
証
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
な
ど
の
手
続
き
や
高
額
療
養
費

の
支
給
申
請
な
ど

〔
介
護
〕�

要
介
護
認
定
の
申
請
や
福
祉
用
具
購
入

な
ど
の
給
付
申
請
、
介
護
保
険
証
の
手

続
き
な
ど

〔
公
営
住
宅
〕

市
営
住
宅
の
各
種
手
続
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

発
行
で
き
る
証
明
書

　

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
取
得
で
き
る

の
は
、
都
城
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い
る

人
で
す
。

●
住
民
票
の
写
し　
　
　

●
印
鑑
登
録
証
明
書　
　

●
所
得
課
税
証
明
書

●
戸
籍
証
明
書　
　
　
　

※�

た
だ
し
、
本
籍
地
が
都
城
市
に
な
い

人
は
対
象
外

　

　

利
用
時
間

６
時
30
分
～
23
時

※�

12
月
29
日
～
１
月
３
日
お
よ
び
シ
ス

テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
戸
籍
証
明
書
の
利

用
時
間
は
、
未
定
で
す

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　

個
人
情
報
の
漏
え
い
防
止
の
た
め
、

専
用
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

ま
す
の
で
、
安
心
で
す
。
ま
た
、
全
て

の
操
作
を
自
分
で
行
う
た
め
、
他
人
に

情
報
が
漏
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

取
り
扱
い
店
舗

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

●
ロ
ー
ソ
ン

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト　

な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
（
無
料
）

　

写
真
を
撮
影
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
す
る
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

●
日
時　

月
～
金
曜
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

第
２
、
第
４
日
曜
日
は
、
臨
時
開
庁

し
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
29
年
１
月

は
、
第
２
・
第
５
日
曜
日
が
臨
時
開

庁
で
す

●
場
所　

市
役
所
７
階
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
会
場

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

●
持
参
す
る
も
の　

個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
ま
た
は
身
分
証

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
が

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

マイナンバーカードの提示で

青井岳温泉

かかしの里
ゆぽっぽ

観音さくらの里

ラスパたかざき

●�ポイントサービスデーを優先
●�家族湯ポイントカード、回数券ポイントカー
ドは対象外
●やまだ温泉は対象外

　マイナンバーカードまたは、表面のコ
ピーをポイント
カードと一緒に
提示すると、ポ
イントが毎日２
倍になります。

２倍
毎日
温泉ポイント

７月から平成２９年３月まで
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市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
学
習
会

な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
じ
て
職
員
が
市
政
の
話
を
す

る
講
座
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
23
ー
９
５
４
５

●
対
象　

原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
、

勤
務
ま
た
は
在
学
す
る
10
人
以
上
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ

●
申
込
方
法　

実
施
予
定
日
の
１
カ
月

前
ま
で
に
、
申
込
書
を
各
講
座
の
担
当

課
に
提
出

●
会
場　

受
講
者
が
準
備
。使
用
料
は
、

受
講
者
負
担

※
各
地
区
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー
、
教
育
集
会
所
は
無
料

●
時
間　

９
時
～
21
時
の
間
で
、
30
分
～
90
分

※�

担
当
課
の
業
務
な
ど
に
よ
り
、
希
望

日
時
に
開
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

●
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
、
材
料
費

な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　

い
ず
れ
の
講
座
も
、
市
の

職
員
が
担
当
す
る
仕
事
に
つ
い
て
話
を

す
る
も
の
で
、
苦
情
や
陳
情
を
受
け
付

け
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

区分 講 座 名 担当課・連絡先

市
　
政

市長の出前講座 秘書広報課	 ☎ 23-3174
都城市の財政について 財政課	 ☎ 23-2113
都城市の行政改革について

総合政策課	 ☎ 23-2115マイナンバー制度の概要について
都城市まち・ひと・しごと創
生総合戦略について
地方自治制度について

総務課	 ☎ 23-2117情報公開とプライバシー保護
行政手続き制度について
選挙のしくみについて 選挙管理委員会	 ☎ 23-7864
市県民税について 市民税課	 ☎ 23-2123
固定資産税についての豆知識 資産税課	 ☎ 23-2124
国民健康保険・後期高齢者医
療制度について 保険年金課	 ☎ 23-2127
国民年金制度について
市民課窓口業務講座 市民課	 ☎ 23-2128
みんなで支える介護保険 介護保険課	 ☎ 23-2114

福
　
祉

障がい者福祉サービスについて

福祉課	 ☎ 23-2980
地域福祉活動について
心の健康
自殺予防について
子ども・子育て支援事業について

保育課	 ☎ 23-4894保育所・幼稚園・認定こども
園について
児童福祉サービスについて

こども課	 ☎ 23-2684母子・父子・寡婦福祉サービ
スについて
児童虐待防止について

健
　
康

健康管理①　食育編
こども課	 ☎ 23-2684健康管理②　妊婦編

健康管理③　乳幼児編
健康管理④　成人編（1）

健康課	 ☎ 23-2765
健康管理⑤　成人編（2）
健康管理⑥　高齢者編 介護保険課	 ☎ 23-2114
健康管理⑦　食生活
　　　　　　（成人編）

健康課	 ☎ 23-2765
健康管理⑧　食生活
　　　　　　（高齢者編）
認知症講座①　サポート編

介護保険課	 ☎ 23-2114
認知症講座②　フォローアップ編

環
　
境

環境学習会 環境業務課	 ☎ 24-5560
守ろうみんなの大淀川

環境政策課	 ☎ 23-2130
都城市の地下水について
上水道の話 水道局工務課	☎ 23-4270
よりよい水環境をめざして 下水道課	 ☎ 23-5921

区分 講 座 名 担当課・連絡先

産
　
業

都城市の企業立地について
商工政策課	 ☎ 23-2983

中心市街地の活性化
都城市の地場産業について

みやこんじょPR課	 ☎ 23-2615
都城市の観光・イベント
都城市の農業 農政課	 ☎ 23-2768

都
市
計
画

都城志布志道路について

都市計画課	 ☎ 23-2762
まち学習①　都市計画
　　　　　　マスタープラン
まち学習②　景観まちづくり
まち学習③　地区計画

教
　
育

いじめ、不登校はみんなで解決！
学校教育課	 ☎ 23-9544

青少年の非行と防止について
乳幼児期の親子の関わり

生涯学習課	 ☎ 23-9545

子どもの心と体を育てる家庭教育
すくすく育つ子育ての心得
家庭教育と学校教育をつなぐ
悩み多き思春期の子育て
高齢者よ、今も旬

人
権

人権感覚を磨こう 生涯学習課	 ☎ 23-9545
男女共同参画社会の実現に向けて

生活文化課	 ☎ 23-2121
デートDVについて

国際
交流

モンゴル紹介
生活文化課	 ☎ 23-2295中国紹介

オーストラリア紹介
文化
歴史

美術館講座　鑑賞の楽しみ 美術館	 ☎ 25-1447
都城2万年の歴史 文化財課	 ☎ 23-9547

図書 図書館への招待 図書館	 ☎ 22-0239
防災 防災講座 危機管理課	 ☎ 23-2129
消費
生活 悪徳商法から財産を守る 生活文化課	 ☎ 23-2121

交通
安全 犯罪・交通事故のないまちづくり 生活文化課	 ☎ 23-7183

議会 議会のしくみ 議会事務局	 ☎ 23-7869
体
験
し
よ
う
！

防火講話 消防局総務課	☎ 22-8882
救命入門コース

消防局警防救急課	☎ 22-8883救急法講習
普通救命講習
体験しながら学ぶ都城の歴史 文化財課	 ☎ 23-9547

施
設
見
学

リサイクルプラザ・さいせい館 リサイクルプラザ	 ☎ 36-3900
清流館・清浄館 下水道課	 ☎ 23-5921
クリーンセンター クリーンセンター	 ☎ 45-6677
一般廃棄物最終処分場 環境施設課	 ☎ 23-3319
学芸員ってどんな仕事？ 文化財課	 ☎ 23-9547
来て見て！「都城島津邸」 都城島津邸	 ☎ 23-2116

※申し込みは、各講座の担当課まで

ハ
ロ
ー
市
役
所

講座を出前します80
元
気
講
座
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ハ
ロ
ー
元
気
講
座
も
募
集
中

　

企
業
や
団
体
な
ど
に
勤
め
る
人
が
講

師
と
な
り
、
専
門
的
な
知
識
を
生
か
し

た
講
座
や
実
習
を
行
う
「
ハ
ロ
ー
元
気

講
座
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

区分 講 座 名 団 体 名

施

設

見

学

シールはこうして作られる ㈱サニー・シーリング
コミュニティFM局について ㈱シティエフエム都城
タイヤのできるまで 住友ゴム工業㈱　宮崎工場
刑事裁判の傍聴、
検察庁の業務について 宮崎地方検察庁

原料から都市ガスができるまで 宮崎ガス㈱都城支店

技

術

・

体

験

初級ガーデニング教室

南榮工業㈱
サンパーク都城店

アートフラワー
アレンジメント教室
プリザーブドフラワー
アレンジメント教室
ガーデニング教室 南九州大学　社会園芸研究室
苔玉作り教室 都城造園協同組合

幸
ゆき

の陶
とう

陶芸教室 陶芸工房幸
ゆき

の陶
とう

はじめての陶芸教室

健

康

バランスの良い長寿の食事 長寿食研
ウン知育教室

都城ヤクルト販売㈱認知症について
感染症について

環境 めだか教室 都城めだかの学校

生

活

省エネ講座
「省エネは家庭も地球も救う」 九州電力㈱　都城営業所

金融トラブルに巻きこまれない
～金融取引等の基礎知識～ 九州財務局　宮崎財務事務所
多重債務に陥らないために
保険の見直しと生活設計

FPアライヴサービス
家計管理と生活設計
マネートラブルにかつ！ 九州労働金庫　都城支店
超高齢化社会に備えよう。
生前三点セットで！「任意後見契
約・尊厳死宣言・遺言」 都城公証人役場
老後を快適に過ごすために
「相続と遺言」

誰でもわかる「ご葬儀のお話」 ㈱セレモニー宮崎
都城営業所

身近なくらしの法律知識 宮崎地方法務局　都城支局

成年後見・遺言など 一般社団法人
テミス総合支援センター

実務家から見た相続または消費者
講座 立野司法行政書士事務所

裁判員制度を含めた刑事裁判のし
くみなどについて 宮崎地方検察庁

経

済

・

財

政

豊かな老後のために
「ちょっと聞きたいお金の話」 野村證券㈱　宮崎支店
人にも教えたくなる「お金の話」
いろいろなお金の運用方法（基礎編）FPアライヴサービス
景気はどうなってるの？
～経済の現状と見通し～

九州財務局　宮崎財務事務所

国の財布はどうなってるの？
～財政の現状と課題～
国有財産はどのように活用されて
るの？
～国有財産の利用状況等～
「社会保障と税の一体改革」って？
～消費税率の引き上げと社会保障
制度の見直し～
最近の金融情勢や金融円滑化への
取り組みについて

「
○
○
っ
て
ど
ん
な
会
社
？
」「
○
○
の
こ
と
、
知
り
た
い
。」

●
講
座
内
容　

　

企
業
の
現
場
を
見
学
で
き
る
「
施
設

見
学
」
コ
ー
ス
、
プ
ロ
の
技
術
を
実
際

に
体
験
で
き
る「
技
術
・
体
験
」コ
ー
ス
、

租
税
や
保
険
、
財
産
設
計
な
ど
の
詳
し

い
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る「
生
活
」

コ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す

●
定
員

　

講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、生
涯
学
習
課
や
各
地
区
公
民
館
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
確
認
く
だ
さ
い

●
受
講
料　

　

無
料
。
た
だ
し
、「
技
術
・
体
験
」コ
ー

ス
は
材
料
費
が
必
要
で
す

●
申
込
方
法

　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
、
実

施
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
「
ハ

ロ
ー
元
気
講
座
受
講
申
込
書
」
を
生
涯

学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

　

こ
の
講
座
は
、
企
業
お
よ
び
受
講
者

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
の
開
催
と

な
り
ま
す
の
で
、
保
険
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す

38
講
座 

ハ
ロ
ー
元
気
講
座

そ
ん
な
と
き
に
、
利
用
く
だ
さ
い
!!
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今
年
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し
た
、
特
定
健
康
診

査
（
特
定
健
診
）
と
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
。
健
診
は
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

●
対
象
者

〈
特
定
健
康
診
査
〉
40
歳
～
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者

〈
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〉
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

●
受
診
期
間

６
月
１
日
㈬
～
10
月
31
日
㈪

●
受
診
場
所　

指
定
の
医
療
機
関

●
検
査
項
目　

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
ほ
か

●
受
診
方
法　

対
象
者
に
は
、
５
月
末

ま
で
に
特
定
健
康
診
査
受
診
券
お
よ
び

問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
問
診
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
診
券
と
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
昨
年
の
健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
受
診
時
に
持
参
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

　

生
活
習
慣
病
を
治
療
中
の
人
は
、
主

治
医
に
相
談
し
受
診
く
だ
さ
い
。

※�

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
６
カ
月

以
上
の
長
期
入
院
者
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。
人
間
ド
ッ
グ
な
ど
と
重
複
し

て
受
診
し
た
場
合
、
特
定
健
康
診
査

料
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

※�

受
診
期
間
終
了
間
際
は
医
療
機
関
が
込

み
合
い
ま
す
。
早
め
に
受
診
く
だ
さ
い

特
定
健
康
診
査
受
診
率
と

特
定
保
健
指
導
実
施
率

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
平
成
22
年

度
よ
り
微
増
し
て
い
ま
す
が
、
男
女
と

も
に
40
歳
か
ら
50
歳
代
が
低
く
、
特
に

男
性
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
は
、
少
し
ず

つ
伸
び
て
い
ま
す
が
、
男
女
と
も
に
40

～
64
歳
ま
で
が
低
く
、
特
定
健
診
と
同

じ
く
男
性
が
低
い
状
況
で
す
。

健
康
維
持
管
理
に
役
立
つ

◇内臓脂肪型肥満
　腹囲　男性 85cm以上　女性 90cm以上
（男女とも内臓脂肪面積 100㎠以上に相当）

◇高血糖
� 空腹時血糖　100㎎／㎗以上
� または HbA1C　5.6％以上

◇脂質異常
	 中性脂肪　150�㎎／dl以上

または
� HDLコレステロール　40㎎／dl未満

◇高血圧
	 収縮期血圧　130㎜Hg以上

または
� 拡張期血圧　85㎜Hg以上

上記に加え、以下のうち２項目以上が該当
（１項目が該当の場合は予備群）

特定保健指導

特定保健指導の基準

　

受
診
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
や
、
重
症
化
予
防
に
つ
な
が

る
の
で
、
医
療
費
も
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
、
対
象
と
な
る
40
歳
～

74
歳
の
人
は
、
年
に
１
回
は
健
診
を
受

け
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
機
会
に
し

ま
し
ょ
う
。

都
城
市
の
肥
満
率
は

県
内
９
市
で
ワ
ー
ス
ト
１
位

　

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
受
診
者
の

健
診
結
果
を
見
て
み
る
と
、
本
市
の
肥

満
率
は
、県
内
９
市
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
。

３
人
に
１
人
が
肥
満
で
す
。

　

肥
満
は
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
、
慢
性

腎
臓
病
な
ど
の
深
刻
な
病
気
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
肥
満
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

特定保健指導を健康づくり
に役立てています

　現在受けて
いる特定保健
指導では、普
段の食事を写
真に撮り保健
師さんにメー
ルで送ってい
ます。栄養士
さんが、送っ
た写真から、
カロリーやバ
ランスなどを

確認して、改善のアドバイスや励ま
しのメールが返信され「野菜が少な
かったな」などの改善すべき点にも
気付きます。今では、スポーツジム
にも通い始め、毎日楽しく健康づく
りに役立てています。

蓑原町

児
こ だ ま

玉			博
ひ ろ ゆ き

之さん
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高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
い
き
い
き
と
生
活
を
続
け
る
た
め
、
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
、
生

き
が
い
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で

生
き
が
い
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り

高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
は

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
た
目
的
の

一
つ
は
、
仲
間
づ
く
り
。
家
に
引
き
こ

も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
孤
独
を
解
消
し

よ
う
と
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
仲
間
同

士
で
生
き
が
い
を
感
じ
、
健
康
づ
く
り

活
動
を
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
自
治
公
民
館

な
ど
と
共
同
し
て
社
会
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
文
化
活
動
を
は
じ
め
、
社
会
奉
仕

作
業
な
ど
、
会
員
が
主
体
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
活
動

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
シ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
、

文
化
、
芸
能
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、

研
修
会
な
ど
。

●
地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動

　

知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
環
境
美
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
や
文
化
の

伝
承
や
世
代
間
の
交
流
活
動
、
子
ど
も

の
見
守
り
活
動
な
ど
。

活
動
の
基
本
は
単
位
ク
ラ
ブ

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
自
治
公
民
館
ご

　山
さんやばる

野原高齢者クラ
ブの代表に就任して
10年になります。
　私たちのクラブで
は、春と秋に小学校
の通学路のゴミ拾い
などを、子どもや保
護者と一緒に行い、
その後、みんなで食
事をしながら交流を
楽しんでいます。そ
のほか、休耕田を利
用したひまわりやポ
ピーなどの栽培、ソ
バづくり活動なども
行っています。

　各単位クラブでは、地域の子どもたちや高
齢者のみなさんが楽しく、また、参加しやす
い雰囲気づくりに努めています。
　私たちと一緒に、生きがいづくりや健康づ
くりをしませんか。

山野原高齢者クラブ
代表

坂
さ か

元
も と

			浪
な み

男
お

さん
（太郎坊町）

平成27年度内閣府
エイジレス賞を受賞しました

と
に
組
織
さ
れ
た
単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
、

会
員
同
士
が
気
軽
に
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
約
１
３
０
の
ク
ラ
ブ
に

５
、３
０
０
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

会
員
募
集
中
！

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
世
代
間
交
流
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
生

き
が
い
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
活
動
に
常
時
参
加
で
き
な
い

人
で
も
、
会
員
に
な
る
こ
と
で
、
支
え

合
い
、
喜
び
を
共
有
で
き
ま
す
。

◎
入
会
の
相
談
窓
口

都
城
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
愛
称
：
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
都
城
市
）

※
近
く
の
単
位
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す

総
合
福
祉
会
館
２
階

☎
24

−

９
７
０
０

健康
友愛 奉仕
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ご
み
の
適
正
な
処
理
に
協
力
く
だ
さ
い

本
市
の
ご
み
処
理
の
現
状

　

平
成
27
年
３
月
に
都
城
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
、
本
市
の
ご
み
処

理
体
制
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
燃
や
せ
な
か
っ
た
ビ
ニ
ー

ル
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
燃
や
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
燃
や
せ
な
い

ご
み
は
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
燃

や
せ
る
ご
み
が
、
そ
の
減
少
分
以
上
に

増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ご
み
の
増
加
は
、
処
理
の
た
め
の
労

力
や
多
額
の
経
費
が
必
要
と
な
る
だ
け

で
は
な
く
、不
法
投
棄
が
増
加
し
た
り
、

処
理
施
設
の

寿
命
が
短
く

な
っ
た
り
す

る
な
ど
、
深

刻
な
問
題
に

つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
減

量
化
や
再
資

源
化
な
ど
の

取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

ご
み
処
理
を
取
り
巻
く
問
題

　

本
市
に
お
け
る
ご
み
の
排
出
量
は
、

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
排
出
抑

制
の
た
め
の
取
り
組
み
が
、
さ
ら
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
や
せ
る
ご
み
や
燃
や
せ
な

い
ご
み
に
、
資
源
ご
み
が
混
入
し
て
い

る
な
ど
、
一
部
で
適
切
な
分
別
が
さ
れ

て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

す
ぐ
に
実
践
で
き
る
４
Ｒ
運
動

　

県
や
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
る
に
当
た
り
、
次
の

４
つ
の
項
目
を
基
本
に
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
渡
っ
て
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ず
は
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

①�

リ
フ
ュ
ー
ズ
（
ご
み
に
な
る
物
を
断

る
）

②
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
を
減
ら
す
）

③
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使
う
）

④
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
す
る
）

　これまでの指定ごみ袋（青文字）は、燃やせ
るごみと燃やせないごみの兼用であることが明
記されておらず、分かりづらいとの意見があり
ました。このためデザインを一新するとともに、
燃やせないごみ袋（赤文字）を廃止します。価
格や容量、枚数に変更はありません。また、従
来の指定ごみ袋もこれまで通り使用できます。
　ルールに従い分別し、ごみの量に応じて使用
してください。

指定ごみ袋が変わります！

半透明（紫色の文字）
ゴミ袋45ℓ（大）45ℓ（大）のパッケージ

いますぐ実践！　４Ｒ運動

　

近
年
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
中
で
出
る
ご
み
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
資
源
を
生
か
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
都
み
や
こ
ん
じ
ょ

城
」
を
目
指
し
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、

ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

��

環
境
政
策
課　

☎
23
ー
２
１
３
０

・レジ袋を断り、マイバッグ
を利用する
・過剰包装を断り、簡易包
装を選ぶ
・使い捨てる物（割り箸、
ストローなど）は断る

・ペットボトルや缶類、び
ん類、紙類、白色トレイ
分別を徹底する
・公民館の資源ごみステー
ション、スーパーの店頭回
収、自治公民館や学校の集
団回収などを利用する

ごみになるものを断る

再生利用する

(リフューズ)

ｅｆｕｓｅＲ1

(リサイクル)

ｅｃｙｃｌｅＲ4

・必要かどうか、よく考えて
から買う
・詰め替え可能な製品を選ぶ
・食材を有効に使い切る
・食べ残し、飲み残しをし
ないようにする

・修理して使う
・必要とする人に譲る
・リサイクルショップ、フ
リーマーケットを利用す
る

ごみを減らす

くり返し使う

(リデュース)

ｅｄｕｃｅＲ2

(リユース)

    euseＲ3

ト ピ
クッ
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懸
念
さ
れ
る
地
下
水
環
境

　

都
城
盆
地
の
地
下
水
は
、
き
れ
い
で

お
い
し
く
、
上
水
道
や
工
業
用
水
、
農

業
用
水
な
ど
と
し
て
、
地
域
の
多
く
の

用
水
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
豊
富
な
水
量
に
よ
り
、
供

給
に
問
題
は
な
く
、
水
質
に
つ
い
て
も

良
好
な
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
く
み
揚
げ
量
の
増
大
や
か
ん
養

域
の
減
少
、
一
部
の
井
戸
に
お
け
る
高

濃
度
の
硝
酸
態
窒
素
の
検
出
な
ど
、
水

量
、
水
質
の
面
で
、
地
下
水
環
境
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
環
境
保
全
が
期
待
さ
れ
る

雨
水
浸
透
貯
留
施
設

　

市
で
は
、
小
規
模
雨
水
浸
透
・
貯
留

施
設
の
設
置
費
用
を
一
部
補
助
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
予
算
額
に
達
し
次
第
締

め
切
り
ま
す
の
で
、
補
助
を
希
望
す
る

人
は
、必
ず
購
入
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象
貯
留
施
設

　

容
量
１
０
０
㍑
以
上
で
、
流
入
前
の

ご
み
取
り
装
置
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配

管
、
水
栓
を
備
え
た
も
の

未
来
へ
つ
な
ぐ
豊
か
な
水

　

市
で
は
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
の
保
全
の
た
め
、「
雨
水
浸
透
貯
留
施
設
の

設
置
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
雨
水
の
利
用
な
ど
は
、
近
年
増
え
て
い
る
豪
雨
や
渇
水

へ
の
対
策
に
加
え
、
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
お
い
て
も
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

�

環
境
政
策
課�����

☎
23
ー
２
１
３
０

○
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
個
人

○
対
象
地
域　

市
内
全
域

○
補
助
金
額　

設
置
に
要
し
た
経
費
の

３
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）
で
、
設
置

基
数
は
１
戸
に
つ
き
１
基

○
申
請
期
限　

設
置
か
ら
１
カ
月
以
内

楽
し
く
散
水
に
役
立
て
て
い
ま
す

田
ノ
上
さ
ん
（
蔵
原
町
）

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
貯
留
施
設

の
補
助
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

申
請
し
ま
し
た
。
貯
留
タ
ン
ク
は
専

用
の
も
の
か
ら
、
比
較
的
安
価
な
も

の
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
用
の

２
０
０
㍑
タ
ン
ク
を
選
び
、
庭
の
芝

生
や
植
木
な
ど
の
散
水
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　

少
し
で
も

節
水
に
な
れ

ば
と
期
待
し

な
が
ら
、
楽

し
く
散
水
し

て
い
ま
す
。

地
下
水
の
硝し

ょ
う
さ
ん
た
い

酸
態
窒ち

っ
そ素

濃
度　

　

市
が
宮
崎
大
学
と
共
同
で
行
っ
て
い

る
、
浅
井
戸
を
対
象
と
し
た
硝
酸
態
窒

素
濃
度
調
査
に
よ
る
と
、
都
城
盆
地
全

体
の
濃
度
の
推
移
は
、
低
下
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
環
境
省
に
よ
る
平

成
26
年
度
の
全
国
調
査
と
比
べ
る
と
、

市
内
の
環
境
基
準
を
超
え
た
測
点
数
の

割
合
が
、
全
国
平
均
に
比
べ
や
や
高
い

状
況
で
す
。

地
下
水
へ
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
に

　

硝
酸
態
窒
素
の
地
下
水
へ
の
影
響
を

防
ぐ
た
め
に
、
生
活
排
水
の
直
接
の
地

下
浸
透
を
避
け
、
下
水
道
に
接
続
し
た

り
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
な

ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
家
畜

の
排
せ
つ
物
は
適
切
に
管
理
し
、
施
肥

基
準
に
沿
っ
た
施
肥
を
行
い
、
良
質
な

堆
肥
を
活
用
し
た
健
康
な
土
づ
く
り
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

硝
酸
態
窒
素
は
健
康
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
大
腸
菌
な

ど
と
は
異
な
り
、
煮
沸
し
て
も
取
り
除

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

井
戸
水
を
飲
用
に
利
用
す
る
場
合
は
、

安
全
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
保
健
所
な
ど
の
水
質
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

①節水・地下水の保全
②都市型洪水の抑制
③生活用水の確保 など

「雨水浸透貯留施設」
のメリット

　浄化槽の汚泥などを除去して内部を
洗浄し、雨どいから雨水が流入するよ
うに加工することで、雨水貯留槽とし
て転用できる浄化槽があります。

下水道が使えるようになったら
⇒浄化槽転用貯留施設

　雨水を貯めるためのタンク
です。降った雨水は雨どいを
伝って、タンクへ入ります。
　貯まった雨水は、打ち水、
庭木・花への散水、洗車など
に使用できます。

貯留施設（雨樋取り付け型）

浸透施設（浸透枡）
　雨水を地面へと浸透させ
る装置です。
　雨水浸透枡は、底面・側
面に多くの穴が開いてお
り、雨水を地下へ浸透させ
ます。
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まちの話題

笑
顔
の
花
も
咲
い
た
あ
や
め
ま
つ
り

第
21
回
早
水
あ
や
め
ま
つ
り
が
４
月
29

日
、
早
水
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
気

に
恵
ま
れ
、
約
42
万
本
の
あ
や
め
を
見
よ
う

と
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
来
場
。民
俗
芸
能

の
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
の
披
露
や
、
ぼ
ん
ち
く

ん
に
よ
る
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
恒
例
の
あ
や
め

音
頭
総
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は

青
空
の
下
、
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

心
温
ま
る
手
紙
を
あ
り
が
と
う

都
城
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
兼
Ｐ
Ｒ
部
長

ぼ
ん
ち
く
ん
へ
の
手
紙
や
贈
り
物
な
ど
、
約

50
点
を
、
４
月
28
日
ま
で
市
役
所
市
民
サ
ロ

ン
で
展
示
し
ま
し
た
。「
ぼ
ん
ち
く
ん
大
好

き
」
と
書
か
れ
た
手
紙
な
ど
を
見
て
、
大
は

し
ゃ
ぎ
の
ぼ
ん
ち
く
ん
。市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
踊
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
の
支
援
体
制
を
強
化

災
害
時
の
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
を
、
南

日
本
酪
農
協
同
株
式
会
社
と
４
月
13
日
、
市
役

所
で
締
結
し
ま
し
た
。大
規
模
災
害
時
に
、
沿

岸
被
災
地
な
ど
へ
の
支
援
拠
点
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
本
市
。協
定
締
結
に
よ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
部
隊
な
ど
の
活
動
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、
同
社
の
施
設
が
利

用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

子どもの読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰

武
将
に
変
身
し
て
歴
史
に
親
し
む

子
ど
も
ら
に
、
楽
し
み
な
が
ら
市
の
歴

史
や
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う「
島
津
de
端

午
！
」
が
５
月
３
日
、
都
城
島
津
邸
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。多
く
の
家
族
連
れ
ら
が

来
場
し
、
手
作
り
の
よ
ろ
い
を
試
着
し
た

り
、
邸
内
を
見
学
し
た
り
し
な
が
ら
、
イ

ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将
隊
」
が
熊
本

地
震
後
、
初
と
な
る
県
外
活
動
を
実
施
。

力
強
い
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
旗
を
前

に
、
復
興
へ
の
決
意
と
支
援
へ
の
感
謝
を

述
べ
募
金
協
力
を
呼
び
掛
け
る
と
、
多
く

の
来
場
者
が
温
か
い
声
援
と
と
も
に
募
金

に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

優
れ
た
読
書
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
学
校
な
ど
を
表
彰
す
る
子
ど
も
の
読
書

活
動
優
秀
実
践
校
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
た
高
崎
麓
小
学
校
の
児
童
ら
が

４
月
26
日
、市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

高
崎
麓
小
学
校
で
は
、
児
童
一
人
当
た
り

の
平
均
貸
し
出
し
数
が
２
０
０
冊
を
超
え

て
い
て
、地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
読
書
を
促

す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。木き
し
た下

伊
織
く
ん（
６
年
）
は「
古
事
記
や
神
話

な
ど
、
想
像
上
の
生
き
物
が
出
て
く
る
物

語
が
好
き
。
今
年
は
、
去
年
よ
り
も
た
く

さ
ん
の
本
を
読
み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

都城島津邸イベント島津de端午！

災害時の施設利用に関する協定の締結調印式早水あやめまつり ぼんちくんへのお手紙展示

広報 都城 平成28年６月号　14



愛
着
の
あ
る
Ｓ
Ｌ
を
き
れ
い
に

今
町
鉄
道
記
念
公
園
で
５
月
18
日
、
園

内
に
展
示
し
て
あ
る
Ｓ
Ｌ
の
清
掃
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。実
際
に
Ｓ
Ｌ
の
運
転
や

整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
た
、
国
鉄
や
Ｊ
Ｒ

の
退
職
者
を
中
心
と
し
た
都
城
地
区
Ｓ

Ｌ
愛
好
会
が
、
平
成
24
年
か
ら
毎
年
実
施

し
て
い
る
こ
の
取
り
組
み
。今
年
は
10
人

が
参
加
し
、
周
辺
の
草
取
り
や
竹
な
ど
を

刈
っ
た
後
、
昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
Ｓ
Ｌ

を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。会
長
を
務

め
る
今
村
壮
二
さ
ん（
菓
子
野
町
）は「
愛

着
の
あ
る
Ｓ
Ｌ
が
き
れ
い
に
な
り
、
清
々

し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。多
く
の
人
に
力

強
い
Ｓ
Ｌ
の
姿
を
見
て
ほ
し
い
」
と
額
に

汗
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

熊
本
地
震
被
災
地
支
援
の
取
り
組
み

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
災
地

を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
、
本
市
で
も
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
発
生
後
す
ぐ
に
、
人
命
救
助
を
行

う
緊
急
消
防
援
助
隊
を
被
災
地
へ
派
遣
。

ま
た
、
断
水
に
対
応
す
る
た
め
、
応
急
給

水
に
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

被
災
建
築
物
倒
壊
の
危
険
性
の
判
定
や
、

逃
げ
る
ニ
ジ
マ
ス
、
追
う
子
ど
も
ら

関
之
尾
緑
の
村
プ
ー
ル
で
５
月
５
日
、

幼
児
か
ら
小
学
１
年
生
ま
で
を
対
象
に
し

た
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。定
員
を
上
回
る
１
１
０
人
が

参
加
。
子
ど
も
ら
は
、
歓
声
と
水
し
ぶ
き

を
上
げ
な
が
ら
、
勢
い
よ
く
泳
ぎ
回
る
ニ

ジ
マ
ス
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
に
は
、
地
元
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド「
関
之
尾
む
か
え
び
と
」

に
よ
る
紙
芝
居
も
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
ら

は
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
て
い
ま
し

た
。鎌
田
笑え

ま舞
さ
ん（
三
股
町
）
は「
元
気

な
ニ
ジ
マ
ス
を
捕
ま
え
た
。み
ん
な
で
食

べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
、
ち
び
っ
子
が
主

役
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
、
状
況
に
合
わ

せ
て
随
時
、
職
員
を
派
遣
。
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
救
援
物
資
も
、
被
災

地
へ
届
け
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
積
極
的
に
行
わ

れ
、
被
災
地
で
の
炊
き
出
し
や
、
本
市
出

身
の
学
生
ら
に
よ
る
募
金
活
動
な
ど
、
心

温
ま
る
支
援
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
必
要
な
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ちびっ子限定ニジマスのつかみ取り

今町鉄道記念公園SL清掃

炊き出しのボランティア 緊急消防援助隊の派遣

救援物資の配送募金活動で集まった義援金の贈呈

15　Miyakonojo City Public Relations   2016.6



の
風
景

九
州
芸
術
祭
文
学
賞
最
優
秀
作

「
黒
い
湿
っ
た
土
の
に
お
い
」
作
者

野の

見み

山や
ま

　
潔
子
さ
ん

都
城
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
書
け
た
小
説

漫
画「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
は
、
方
言
の
先
生

中
央
文
壇
へ
の
登
竜
門
と
も
い
わ
れ
る

歴
史
あ
る
賞
、
第
46
回
九
州
芸
術
祭
文
学

賞
最
優
秀
作
を
書
い
た
野
見
山
潔
子
さ
ん

（
五
十
町
）。受
賞
作
は
、
芥
川
賞
に
最
も

近
い
文
芸
誌
と
さ
れ
る「
文
學
界
」
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。同
誌
は
、
昨
年
の
芥
川

賞
を
受
賞
し
た
又
吉
直
樹
作「
火
花
」
が

掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
ひ
そ
か
に『
空
想

日
記
』
を
書
く
の
が
好
き
だ
っ
た
野
見
山

さ
ん
。文
章
を
書
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
、
昭
和
60
年
ご
ろ
都
城
市
立
図
書
館

で
開
催
さ
れ
て
い
た
文
章
講
座
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
夫
の
転
勤
で
福
岡
県
へ
引
っ

越
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
文
章
教

室
で
本
格
的
に
学
び
始
め
ま
し
た
。そ
し

て
、文
芸
同
人
誌
の「
笛（
本
市
内
・
廃
刊
）」

や「
季
刊
午
前（
福
岡
市
）」
の
同
人
と
し

て
、
作
品
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。同

人
誌
仲
間
の
勧
め
で
、
九
州
芸
術
祭

文
学
賞
へ
応
募
。平
成
９
年
度
に
は
宮
崎

地
区
優
秀
作
に
は
じ
め
て
選
ば
れ
、
そ
の

後
も
３
回
に
わ
た
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
心
掛
け
た
の

が
、
地
元
を
舞
台
と
す
る
こ
と
。
特
に
、

今
回
の
受
賞
作
で
は
、
都
城
を
舞
台
に
し

ま
し
た
。福
岡
県
出
身
の
野
見
山
さ
ん
が
、

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
出
す
の
に
苦
労
し
た
の

が
方
言
で
し
た
。そ
こ
で
参
考
と
し
た
の

が
、
み
や
こ
の
ジ
ョ
ー
さ
ん
の
漫
画「
ぼ

ん
ち
く
ん
」。受
賞
作
中
の
会
話
に
、「
ぼ

ん
ち
く
ん
」
の
方
言
を
照
ら
し
合
わ
せ
て

都
城
弁
に
直
し
て
い
き
ま
し
た
。

野
見
山
さ
ん
に
は
、
自
身
が「
物
語
が

動
き
始
め
る
坂
道
」
と
呼
ぶ
、
お
気
に
入

り
の
場
所
が
あ
り
ま
す
。「
そ
こ
で
愛
犬

と
た
た
ず
ん
で
い
る
と
、
登
場
人
物
が
生

き
生
き
と
動
き
出
す
」
と
、
楽
し
そ
う
に

話
し
ま
す
。

 

「
書
き
上
げ
た
小
説
は
、
ど
れ
も
か
わ

い
い
子
ど
も
。今
回
の
受
賞
作
が『
文
學

界
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
自
分
の
子

ど
も
が
褒
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
少
し
だ
け

誇
ら
し
い
。こ
れ
か
ら
も
小
説
と
い
う
長

い
道
の
り
を
、
ま
た
新
た
に
一
歩
ず
つ
歩

ん
で
い
き
た
い
」
と
、
新
作
の
執
筆
に
向

け
て
目
を
輝
や
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

　セロリに含まれるカリウムは、高血圧の原因となる
体内の余分なナトリウムの排泄に役立ちます。ただし、
腎臓の悪い人は、取り過ぎに注意が必要です。

盆地生まれの元気をいただきます！

に
参
加
し
た
人
も
い
て
、
30
代
の
若
い

経
営
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
実
際
に
店

舗
が
稼
動
す
る
こ
と
で
、
若
い
人
た
ち

に
「
自
分
た
ち
も
何
か
始
め
て
み
よ

う
」
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
、
ま
た
、

空
き
物
件
を
所
有
す
る
人
た
ち
の
意
識

も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

賑
わ
い
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら

　

今
年
10
月
に
、
都
城
市
で
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
開
催
を
予
定
し
て

い
て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
実
際

に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

た
ち
の
意
見
に
、
外
部
か
ら
の
視
点
を

加
え
る
こ
と
で
、
変
化
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
て
、
ま
ち
な
か
を
回
遊
し
た
く
な
る

仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
、
賑
わ

い
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

賑
わ
い
づ
く
り
へ
の
意
識
の
高
ま
り

　

昨
年
８
月
に
着
任
し
て
以
降
、
ま
ち

な
か
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
空

き
物
件
を
再
生
し
、
新
た
な
魅
力
を
創

造
す
る
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

私
の
役
割
の
一
つ
は
、
ま
ち
づ
く
り

を
自
分
た
ち
で
考
え
て
実
践
す
る
人
を

増
や
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
外
部

講
師
な
ど
を
招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
や
、
ま

ち
な
か
を
歩
い
て
隠
れ
た
魅
力
を
発
見

す
る
「
ま
ち
あ
る
き
」
な
ど
を
実
践
。

ま
ち
づ
く
り
に
一
緒
に
取
り
組
む
仲
間

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
共
感
し
て
く
れ

る
人
は
増
え
、
参
加
し
た
人
た
ち
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
た
店
舗
が

オ
ー
プ
ン

　

４
月
に
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法

を
用
い
た
店
舗
４
件
が
、
ま
ち
な
か
に

オ
ー
プ
ン
。
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー
の
中
に

は
、
今
ま
で
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

Vol.2

※一人分19Kcal、塩分0.2g

一日に５皿の
野菜料理を食べよう!

セロリの
おひたし

セロリは、葉をつけたまま保存すると茎が
乾燥するので、分けて保存しましょう。株
の外側の固い部分は煮込み料理、内側の軟
らかい部分はサラダなどに適しています。

　
中
心
市
街
地（
ま
ち
な
か
）
の
活
性

化
や
魅
力
度
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
奮
闘

し
て
い
る
、
都
城
市
中
心
市
街
地
タ
ウ

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
二に

の
み
や宮

啓け
い
い
ち市

さ
ん
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
展
望
を
紹
介
し
ま
す
。

●材料（4人分）
セロリ………………300g
塩……………………少々
だし汁（かつお）…２カップ
削りかつお節………適量

●下準備
セロリ…�葉を外して筋を取る。5cmの長さに切った

あと、5㎜幅で縦に薄く切る

●作り方
　①���だし汁とAを鍋でひと煮立ちさせ、完全に冷ます。
　②�鍋に湯を沸かし、塩を入れる。セロリをさっとゆで、

色が変わったら取り出し、冷水で良く冷ます。
�　③水気をよく切り①に入れ、冷蔵庫で２～３時間漬け

る。
　④器に盛り、削りかつお節を飾る。

みりん……………小２
酒…………………小１
薄口しょうゆ……大１

Ａ
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」■申は申し込み、■問は問い合わせの略です

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
青
空
ヨ
ガ
教
室
】

●
日
時　

６
月
12
日
㈰　

９
時
～
10
時

●
場
所　

神
柱
公
園

※�

雨
天
時
は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
早

鈴
町
）

●
費
用　

５
０
０
円

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

【
子
育
て
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
】

●
日
時　

６
月
21
日
㈫　

10
時
30
分
～

●
場
所　

ピ
ー
ス
ホ
ー
ム
（
上
川
東
一
丁
目
）

●
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
母
親

●
定
員　

10
組　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

1
、０
０
０
円
（
食
事
代
含
む
。

食
事
が
必
要
な
子
ど
も
は
別
途
５
０
０
円
）

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

−

２
５
１
９

−

６
２
８
２

【
霧
島
盆
地
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
in
高
崎
】

●
日
時　

６
月
19
日
㈰　

9
時
～

●
集
合
場
所　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

　

高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　

☎
58

−

５
５
１
４

【
文
月
公
演
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
定
期
公
演
）】

●
日
時　

７
月
３
日
㈰　

12
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
料
金　

１
、０
０
０
円
（
自
由
席
、
一

般
の
み
）

　

劇
団
三
喜　

☎
22

−

３
２
０
８

●
対
象
・
定
員　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園

教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人
・
１
人

●
雇
用
期
間　

８
月
～
平
成
29
年
１
月
ま

で
の
６
カ
月
。
そ
の
後
は
勤
務
状
況
に
応

じ
て
６
カ
月
更
新
（
最
長
３
年
間
）

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
13
時
～
18

時
、
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
の
８
時
～
18
時

（
週
30
時
間
）

●
勤
務
地　

高
城
幼
稚
園

●
賃
金　

月
額
11
万
８
、３
０
０
円

　

６
月
30
日
㈭
ま
で
に
、
履
歴
書
と

資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
高
城
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
持
参　

☎
58

−

２
３
１
７

高
城
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
園

指
定
管
理
者

●
業
務
内
容　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平

成
34
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項　

６
月
30
日
㈭
ま
で
の
８
時

30
分
～
17
時
15
分
に
友
愛
園
で
配
布

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

●
現
地
説
明
会　

7
月
5
日
㈫　

10
時
～

●
場
所　

友
愛
園

※�

７
月
１
日
㈮
の
16
時
ま
で
に
要
申
し
込

み
●
申
請
受
付　

７
月
12
日
㈫
～
22
日
㈮
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
友
愛
園

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

　

高
城
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
園

　
　
　

☎
58

−

２
３
４
１

市
営
墓
地
の
利
用
者

●
墓
地
名　

東
墓
地
、
西
墓
地
、
西
新
墓

地
、
南
墓
地
、
北
墓
地
、
川
東
墓
地
（
納

骨
壇
タ
イ
プ
を
含
む
）

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間　

６
月
15
日
㈬
～
22
日
㈬

※�

使
用
区
画
は
、
後
日
行
う
抽
選
会
で
決

定
し
ま
す

●
応
募
条
件

①
市
内
に
本
籍
ま
た
は
住
所
が
あ
る
人

②
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
人

③�

使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
を

建
立
で
き
る
人

④�

墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
で
異
な
る
）

を
一
括
納
入
で
き
る
人

⑤
１
世
帯
１
区
画
の
み

※�

区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

可
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

今
年
度
か
ら
、
市
内
に
本
籍

が
あ
れ
ば
、
市
外
在
住
で
も
市
営
墓
地
を

使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
随
時
受
け
付
け

の
墓
地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
直
接
、
環
境
政
策
課
ま
で　

☎
23

−
２
１
３
０

嘱
託
職
員

●
業
務
内
容　

幼
稚
園
預
か
り
保
育
業
務
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」■申は申し込み、■問は問い合わせの略です

【
日
本
棋
院
都
城
支
部
囲
碁
大
会（
無
料
）】

●
日
時　

６
月
12
日
㈰　

10
時
～
16
時

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

　
　

☎
58

−

６
９
０
０

【
ウ
キ
ウ
キ
ク
ッ
キ
ン
グ　

ピ
ザ
焼
き
体
験
】

●
日
時　

6
月
12
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

安
久
町
８
６
９

−

３

●
対
象　

45
歳
以
下
の
未
婚
男
女

●
定
員　

男
女
各
10
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
、５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

※
エ
プ
ロ
ン
持
参

【
子
ど
も
の
婚
活
・
親
の
相
談
会
（
無
料
）】

●
日
時　

６
月
26
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
要
申
し
込
み

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

●
日
時　

６
月
30
日
㈭　

19
時
～

●
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店
（
三
股

町
樺
山
）

●
費
用　

１
、０
０
０
円
程
度

※
要
申
し
込
み

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む

☎
０
７
０

−

５
５
３
０

−
７
９
６
４

【
父
の
日
だ
!!　

お
食
事
に
出
か
け
よ
う
】

●
日
時　

６
月
19
日
㈰　

10
時
30
分
～

●
場
所　

レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
め
（
小
林
市
）

●
費
用　

１
、０
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

　

海
ち
ゃ
ん
の
家　

☎
45

−

８
３
８
５

【
農
業
体
験
塾
】

●
日
時

①
田
植
え
、
か
ら
い
も
畑
の
草
取
り

　

６
月
12
日
㈰　

９
時
～
15
時

②
水
稲
草
取
り
体
験
、
水
田
の
虫
の
観
察

　

７
月
10
日
㈰　

９
時
～
15
時

●
場
所　

農
業
伝
承
の
家
（
安
久
町
）

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
費
用　

１
、５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

※
要
申
し
込
み
。
締
め
切
り
は
各
５
日
前

　

正
応
寺
ご
ん
だ
の
会
（
石
井
）

☎
０
９
０

−

３
６
０
９

−

１
５
５
９

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

６
月
19
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

出
世
景
清
（
拷
問
の
段
、
牢
舎
の
段
）、

間あ
い

狂
言
（
太
郎
の
御ご
ぜ
む
け

前
迎
）

　

山
之
口
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
57

−
３
１
１
１

ジ
バ
サ
ン
バ

　

お
い
し
い
食
べ
物
と
、
音
楽
や
ダ
ン
ス

を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
２
日
㈯　

18
時
～
21
時

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
駐
車
場

●
そ
の
他　

７
月
３
日
㈰
は
、
同
会
場
で

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
な
ど
を
販
売
す
る

「
ぴ
あ
ぴ
あ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催

　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
38

−

４
５
６
１

　地方発信型の新しい試みとして、
都城が全国に誇る「肉と焼酎」と音楽が融合する
野外フェスティバルを開催します。また、出演ア
ーティストの呼び掛けで、熊本地震被災地への寄
付を募ります。

●日時　７月30日㈯　13時開場　15時開演
　　　　※雨天決行
●場所　高城観音池公園野外ステージ
●出演アーティスト　TRF、ゴスペラーズ、
Aqua�Timez、手嶌葵、TEE ほか
●料金
大人 6,500 円、小学生 3,000 円（ファミリーエリ
アのみ）　※未就学児は入場無料
●チケット販売
都城観光協会、
総合文化ホール、
各プレイガイドほか
　みやこんじょＰＲ課

　　☎ 23－2615

地方発信型野外フェス
ＯＮＥ＋ＮＡＴＩＯＮ　
music	circus	in	都城
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」■申は申し込み、■問は問い合わせの略です

灯と
う

籠ろ
う

絵
を
描
こ
う
（
無
料
）

●
日
時　

６
月
4
日
㈯
～
8
月
20
日
㈯
ま

で
の
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時

※�

７
月
４
日
㈪
～
19
日
㈫
は
休
館

●
場
所　

都
城
市
立
美
術
館

　

都
城
市
立
美
術
館　

☎
25

−

１
４
４
７

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

児
童
作
家
杉す
ぎ

山や
ま

亮あ
き
らも

の
が
た
り
ラ
イ
ブ　

「
夏
の
納
涼
お
ば
け
話
」

●
日
時　

６
月
22
日
㈬　

19
時
～

●
対
象
・
定
員　
小
学
生
を
含
む
家
族
・
30
組

※�

申
し
込
み
順
。
１
家
族
３
人
以
内
で
、

未
就
学
児
は
入
場
不
可

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

６
月
23
日
㈭　

11
時
～

　

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22

−

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

６
月
18
日
㈯　

11
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

−

４
２
２
４

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
紙
芝
居
】

●
日
時　

６
月
23
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

五
十
川
ま
こ
と

　

�

文
化
振
興
財
団　

☎
23

−

７
１
４
０

南九州大学都城キャンパス� ☎0120－3739－20

●日時　7/24、8/21　９：30～13：30
●内容　模擬授業、在学生交流会、キャンパスツアーほか

国立都城工業高等専門学校� ☎47－1134

●日時　7/29　8：00～16：30
●内容　校内見学、学校説明ほか

都城コアカレッジ	 ☎38－4811

●日時　6/18、7/9・23、8/5・27、9/10・24、
10/15、11/12、12/10、Ｈ29/1/21、2/11、3/25
10：00～12：00
※7/23は10：00～13：00
●内容　学校説明、体験授業ほか

都城デンタルコアカレッジ	 ☎38－4812

●日時　6/18、7/23、8/6・27、9/24、10/22、
11/12、12/10、Ｈ29/1/21、2/11、3/25
10：00～12：00
※8/6は10：00～13：00、10/22は13：00～
●内容　学校説明、体験授業ほか

国立病院機構都城医療センター附属看護学校
	 ☎22－3690
●日時　7/10、8/28　※時間未定
●内容　学校説明、体験授業ほか

藤元メディカルシステム付属医療専門学校
	 ☎52－6921
●日時　8/6・27　※時間未定
●内容　学校案内、学校説明ほか

都城調理師高等専修学校	 ☎22－4626

●日時　　
見学：祝祭日を除く火・水・木曜日　9：00～12：00
調理実習：8/20・21・27・28　10：00～13：00
※調理実習は、材料準備のため要予約

都城看護専門学校	 ☎22－0711

7月以降に、学校ホームページまたは電話で確認ください

豊心福祉学園	 ☎39－6951

6月以降に、学校ホームページまたは電話で確認ください

オープンキャンパス情報
　市内・三股町内の大学や高専、専門学校でオープンキャンパスが行われます。授業の体験や、学生生活に
関する疑問などを相談できます。必ず、事前に各学校に連絡し、参加ください。
◎問い合わせ　総合政策課　☎23ー2115

広報 都城 平成28年６月号　20



INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」■申は申し込み、■問は問い合わせの略です

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

●
科
目
・
日
時
・
開
講
日
・
期
間
・
費
用

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
全
16
回
）

毎
週
月
・
木
曜
日　

19
時
～
21
時

７
／
４
㈪　

２
カ
月　

３
万
円

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
中
級
コ
ー
ス
（
全
16
回
）

毎
週
火
・
金
曜
日　

19
時
～
21
時

７
／
５
㈫　

２
カ
月　

３
万
円

手
編
科

毎
週
火
曜
日　

10
時
～
15
時

７
／
５
㈫　

１
年　

５
万
円

洋
裁
科�　

※
定
員
３
人

毎
週
木
曜
日　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

７
／
７
㈭　

６
カ
月　

４
万
円

着
付
科

毎
週
木
曜
日　

①
10
時
～
12
時
、
②
13
時
～

15
時
、
③
19
時
～
21
時

７
／
７
㈭　

３
カ
月　

１
万
１
、０
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科

隔
週
金
曜
日　

９
時
～
12
時

７
／
８
㈮　

６
カ
月　

２
万
１
、０
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科

隔
週
土
曜
日　

９
時
～
12
時

７
／
９
㈯　

６
カ
月　

２
万
１
、０
０
０
円

洋
裁
科�　

※
定
員
５
人

毎
週
土
曜
日　

９
時
～
13
時

７
／
９
㈯　

６
カ
月　

２
万
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

−
２
３
１
６

弓
道
教
室

●
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日　

19
時
30
分

～
21
時
30
分　

※
10
回
程
度
開
催

●
開
講
日　

７
月
５
日
㈫

●
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
弓
道
場

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
市
民

※
中
学
生
は
、
保
護
者
同
伴

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
受
講
料　

５
、０
０
０
円

●
そ
の
他　

道
場
で
は
、
白
足
袋
ま
た
は

白
色
の
靴
下
を
着
用

　

県
弓
道
連
盟
都
城
支
部
（
上
野
）

　
　
　

☎
24

−

４
３
３
４

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
４
日
㈪
・
11
日
㈪
・
25
日

㈪
、
８
月
１
日
㈪　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
そ
の
他　

養
成
講
座
受
講
後
に
、
援
助

会
員
登
録
に
な
り
ま
す

　

６
月
30
日
㈭
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26

−

３
８
１
０

調
理
師
試
験

●
日
時　

８
月
28
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
受
験
料　

６
、１
０
０
円

●
願
書
受
付　

都
城
保
健
所
で
配
布
す
る

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
６
日

㈪
～
17
日
㈮
に
都
城
保
健
所

【
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会
】

●
日
時　

７
月
５
日
㈫　

９
時
～
17
時

７
月
６
日
㈬　

９
時
～
16
時
40
分

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料　

９
、７
２
０
円

※�

別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
３
、０
２
８
円
が

必
要
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
６
月

６
日
㈪
か
ら
都
城
地
区
食
品
衛
生
協
会

（
☎
25

−

３
２
１
３
）
に
申
し
込
み

　

都
城
保
健
所　

☎
23

−

４
５
０
４

潜
在
保
育
士
復
職
研
修（
全
４
回
）

　

市
内
に
住
む
保
育
士
の
資
格
を
持
つ
人

で
、
復
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
研

修
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯
・
16
日

㈯
・
23
日
㈯　

９
時
～
12
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
定
員　

15
人　

※
要
申
し
込
み

●
申
込
方
法　

氏
名
、
電
話
番
号
、
保
育

士
資
格
取
得
年
、
託
児
希
望
の
有
無
、
研

修
名
を
記
入
し
、
６
月
24
日
㈮
ま
で
に
南

九
州
大
学
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

　

南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部

☎
21

−

２
１
１
１　

FAX

�

21

−

２
１
１
３

child@
nankyudai.ac.jp

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を

対
象
に
、支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
18
日
㈯　

13
時
～
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

−

２
１
２
３
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」■申は申し込み、■問は問い合わせの略です

●
日
時　

月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分
～
17

時
15
分

●
場
所　

都
城
中
小
企
業
労
働
相
談
所

（
都
城
県
税
・
総
務
事
務
所
内
）

●
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談

　

都
城
中
小
企
業
労
働
相
談
所

　
　

☎
23

−

４
５
１
８

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒

食
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
、
精
神
科
の

医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

６
月
20
日
㈪　

14
時
～
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

−

４
５
０
４

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

　

就
職
に
対
す
る
悩
み
や
不
安
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
や
職
場
見
学
、
職
場
体
験
な
ど
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

●
時
間　

10
時
～
17
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

☎
36

−

６
５
１
０

親
子
パ
ン
作
り
教
室

●
日
時　

６
月
18
日
㈯　

11
時
～
13
時

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

●
費
用　

１
組
２
、０
０
０
円

※
材
料
費
含
む
。
エ
プ
ロ
ン
持
参

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA
」　

☎
58

−

２
０
８
８

都
城
運
動
公
園
指
定
管
理
者
自
主
事
業

初
心
者
向
け
テ
ニ
ス
教
室（
全
９
回
）

●
日
時　

７
・
８
月
の
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
11
時

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場

●
定
員　

15
人　

※
要
申
し
込
み

●
受
講
料　

２
、０
０
０
円

　

都
城
運
動
公
園　

☎
23

−
７
５
０
２

実
践
介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習（
無
料
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る

55
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
介
護
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
程　

７
月
５
日
㈫
～
14
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
場
所　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

●
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

●
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
、
都

城
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月

21
日
㈫
ま
で
に
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
（
〒
880

−

０
８
６
７
宮
崎
市
瀬

頭
二
丁
目
６

−

14
）
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　
　

☎
０
９
８
５

−

31

−

３
７
７
５　

　
　
　

FAX

�

０
９
８
５

−

31

−

３
７
７
６

宮
崎
の
神
話
語
り
部
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

６
月
11
日
㈯　

14
時
～
16
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
定
員　

１
５
０
人

●
演
題　

記
紀
に
み
る
髪か
み

長な
が

比ひ

売め

の
物
語

（
講
師
：
宮
崎
県
立
看
護
大
学　

大
館
教
授
）

　

県
立
図
書
館

　
　

☎
０
９
８
５

−

29

−

２
５
９
６

救
命
入
門
コ
ー
ス
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
13
日
㈬　

18
時
30
分
～

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘
（
松
元
町
）

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

法
な
ど

　

都
城
法
人
会　

☎
45

−

０
３
７
７

労
働
相
談
（
無
料
）

　

解
雇
や
賃
金
の
引
き
下
げ
な
ど
、
労
働

問
題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」■申は申し込み、■問は問い合わせの略です

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠

総
合
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
避
妊
、
乳
が
ん

な
ど
女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
治
療
の
検
査
や
費
用
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
専
用
電
話　

☎
０
９
０

−

８
９
１
２

−

５
３
３
１　

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
に
不
安
を
持

つ
人
を
対
象
に
し
た
総
合
的
な
妊
娠
相
談

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　

☎
23

−

４
５
０
４

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話　

☎
０
１
２
０

−

３
９
７

−

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談　

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

②
こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

６
月
21
日
㈫　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
要
予
約
）

６
月
28
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
、
②
は
１
時
間
程
度
、

③
は
30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
７

知
的
財
産
権
相
談
会
（
無
料
）

●
日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　

10
時
～
15
時　

※
要
予
約

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
対
象　

中
小
企
業
、
個
人
事
業
主

●
内
容　

知
的
財
産
権
に
関
す
る
相
談

　

県
発
明
協
会

　
　

☎
０
９
８
５

−

74

−

３
９
５
６

　男性と女性それぞれが、職場
や地域、家庭などで、個性と能
力を発揮できる「男女共同参画
社会」を実現するためには、一
人一人が自らの問題として取り
組むことが必要です。この機会に家庭や職場などで、
身近な問題として男女共同参画について話し合って
みませんか。
◎問い合わせ　生活文化課　☎ 23－ 2121
●なぜ男女共同参画社会が必要なのか
　全ての人の人権が尊重され、自らの意思で社会の
さまざまな分野の活動に参画することができ、自分
の行動に責任を持つ社会が、男女共同参画社会です。
　男だから女だからという理由だけで、やりたいこ
とができなかったり、仕事や役割が偏ったりするな
ど、個人の人権が守られないことがあります。しかし、
少子高齢化が進み社会の担い手が少なくなっていく
現代社会では、性別に関わらず個人が持つ能力や個
性を十分に発揮していくことが求められています。

「意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。」
６月 23日㈭～ 29日㈬は

男女共同参画週間
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」■申は申し込み、■問は問い合わせの略です

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

　

契
約
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

６
月
17
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
４

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

０
９
４
４

建
築
相
談
会
（
無
料
）

　

地
域
の
建
築
士
が
、
住
宅
建
築
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

７
月
２
日
㈯　

13
時
～
15
時

●
場
所　

ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
都
城
店
駐
車
場

　

建
築
課　

☎
23

−

２
０
９
１

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き（
無
料
）

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

−

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話

　

精
神
科
や
診
療
内
科
な
ど
の
専
門
医

や
、
電
話
相
談
な
ど
を
活
用
し
、
一
人
で

悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
こ
ろ
の
電
話（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

☎
０
９
８
５

−

32

−

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

−

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

−
２
９
８
０

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
相
談
に
、
専

門
家
が
応
じ
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

−

２
０
８
８

身
体
障
が
い
者
補
助
犬
の
給
付

　

県
で
は
、
身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社

会
参
加
を
目
的
に
補
助
犬
を
給
付
し
ま
す
。

●
対
象　

18
歳
以
上
で
、
視
覚
障
が
い
１

級
、
ま
た
は
肢
体
不
自
由
１
・
２
級
、
聴

覚
障
が
い
２
級
に
該
当
す
る
人
で
、
所
定

の
訓
練
を
受
け
、補
助
犬
を
適
切
に
利
用
・

飼
育
で
き
る
人

●
費
用　

補
助
犬
の
購
入
や
訓
練
に
要
す

る
経
費
は
県
が
負
担
。
た
だ
し
、
訓
練
施

設
ま
で
の
旅
費
や
訓
練
期
間
中
の
食
費
、

給
付
後
の
飼
育
費
な
ど
は
本
人
負
担

　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
者
募
集
説
明
会

　

今
年
度
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
事
業
者

を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
29
日
㈬　

14
時
～

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

６
月
27
日
㈪
ま
で
に
介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

−

２
１
１
４

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

●
対
象　

要
介
護
１
～
５
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上
で
身
体

障
害
者
手
帳
２
級
の
人
の
う
ち
、
身
体
の

障
が
い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
で
、
本
人
ま

た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管
理

が
困
難
な
人

※
入
院
、
施
設
入
所
者
は
除
く

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
対
象
物　

掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

（
各
１
点
）

●
寝
具
の
回
収
日　

７
月
５
日
㈫
・
６
日

㈬　

※
予
備
日
：
７
月
７
日
㈭

※�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
布
団
な
ど
の
配

達
は
、
回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後
で
す

●
回
収
時
準
備
す
る
も
の

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、
利
用
料
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も
の

※�

市
の
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
・
配
達

し
ま
す
。
回
収
の
日
時
は
、
後
日
、
市

か
ら
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
回
収
日
・

配
達
日
に
は
必
ず
本
人
ま
た
は
、
家
族

の
立
会
い
を
お
願
い
し
ま
す

　

６
月
22
日
㈬
ま
で
に
介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

−

３
１
８
４

　
　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

畜
舎
の
清
掃
と
堆
肥
の
利
用

　

梅
雨
の
時
期
は
、
家
畜
の
ふ
ん
尿
に
よ

る
臭
い
や
害
虫
の
発
生
、
降
雨
時
の
ふ
ん

尿
流
出
に
対
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
畜
舎
の
清
掃
や
堆
肥
舎
な
ど
を
適

切
に
管
理
し
、
家
畜
排
せ
つ
物
法
の
管
理

基
準
に
従
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

堆
肥
な
ど
の
運
搬
は
、
落
下
防
止
に
努

め
、
落
下
し
た
場
合
は
清
掃
す
る
な
ど
適

正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
畑
な
ど
に

運
搬
し
た
後
は
、
臭
い
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
速
や
か
に
耕
う
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

　

畜
産
課　

☎
23

−

２
７
６
９
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子育て支援センター行事予定 麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　

平
成
28
年
度
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者
は
次
の
通

り
で
す
。
対
象
者
で
、
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象

【
１
期
】
１
歳
～
２
歳
の
誕
生
日
前
日
ま

で【
２
期
】
平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
（
来
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
予
定
の
人
）

●
接
種
回
数　

対
象
年
齢
内
に
１
回

●
接
種
料
金　

対
象
年
齢
内
の
人
で
あ
れ

ば
無
料

※�

２
期
の
人
は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
無
料

●
そ
の
他　

す
で
に
麻
し
ん
と
風
し
ん
の

両
方
に
か
か
っ
た
人
は
、
対
象
外
で
す

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

胃
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所　

７
／
１
㈮
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

７
／
４
㈪
山
之
口
総
合
支
所

７
／
８
㈮
西
岳
地
区
公
民
館

７
／
12
㈫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
／
14
㈭
五
十
市
地
区
公
民
館

７
／
15
㈮
山
田
体
育
館

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
11
時

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

※�

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

７
月
27
日
㈬　

14
時
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
６
階　

入
札
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

（
前
田
町
の
土
地
・
建
物
、
山
田
町
の
土

地
ほ
か
）

※�

物
件
の
詳
細
は
、
７
月
１
日
㈮
以
降
に

納
税
課
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い

　

納
税
課　

☎
23

−

２
１
２
６

畑
か
ん
事
業
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

畑
か
ん
事
業
を
実
施
す
る
地
区
で
散
水

器
具
な
ど
を
導
入
す
る
場
合
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
で
事
業
が
完
了
す
る
予
定
の
５

地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
４
月
以
降

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
器

具
を
導
入
す
る
場
合
は
早
め
に
申
請
く
だ

さ
い
。

●
今
年
度
事
業
完
了
予
定
の
地
区

①
横
尾
原
（
梅
北
、
下
長
飯
、
大
岩
田
）、

②
大
井
手
（
大
井
手
、
穂
満
坊
）、
③
万

ヶ
塚
（
丸
谷
、山
田
）、④
浜
之
段
第
１
（
山

田
）、
⑤
牧
之
原
1
期
（
乙
房
、
志
比
田
）

　

７
月
29
日
㈮
ま
で
に
農
産
園
芸
課

　
　
　

☎
36

−

６
６
１
０

◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22-1659
６/13�㈪��
10時～

いちごクラブ「野菜スタンプあそび」
対象：２歳以上の親子

６/20�㈪�
10時～

あかちゃんパーク・集いの日
「わらべ歌、絵本の読みきかせ・製作、誕生会」�
対象：０、１歳の親子
場所：総合社会福祉センター�

６/27�㈪�
10時～

子育て講座「歯の話、健診、フッ素塗布」
※要申し込み

７/６�㈬�
10時～

子育て講座「乳幼児心肺蘇生法など救
急法を学ぼう」　※要申し込み

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298	

６/21�㈫���
10時～

マタニティ class「プチプチ」
「食事について調理をします！」�
場所：東部保健センター（高城保健セン
ター内）　
参加費：500円
※要予約。エプロン・三角巾を持参

６/24�㈮��
10時30分～

出前保育「ぽっかぽか」
「体育館で思いきり遊ぼう!!」
場所：麓地区体育館

６/28�㈫�
10時30分～

高齢者施設慰問「はっぴぃ」
「おじいちゃんおばあちゃんと遊ぼう」
場所：花てまり（山之口町花木）

毎月
第１・３土曜日
９時～ 12時

０、１歳の赤ちゃんroom「お父さん、
お母さん達とゆっくり過ごしましょう」
対象：２歳未満児の親子

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171

６/24�㈮�
10時～11時30分

救急法「誤飲・ケガの応急手当て、
AEDの使い方」
定員：15組　※要申し込み

７/１�㈮�
10時～ 12時

お弁当バイキング
「こどもが喜ぶお弁当メニュー」
定員：15組　※要申し込み

７/８�㈮�
10時～11時30分

離乳食を考えよう「作り方・考え方・食
べさせるテクニックなど」
定員：15組　※要申し込み

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　	☎26-9587
６/16�㈭��
10時30分～

エンゼルおたすけ隊
「栄養士による離乳食相談会」

６/23�㈭
10時30分～

なかよしちび組
「身体測定、手形足形、七夕飾り作り」

６/27�㈪
10時30分～

子育てカフェ「南九州大学の先生によ
る子育て相談会」

６/30�㈭��
10時30分～ G.Bクラブ「お手玉遊び」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ　	☎62-0027
６/21�㈫���
10時～

育児講座
「問題行動をした時の対応について」

６/22�㈬�
10時30分～

すこやか教室「身体計測」
対象：０歳児以上

７/12�㈫��
10時～

楽しい工作教室「うちわ作り」
※材料はセンターが準備

７/15�㈮��
10時～12時 誕生会（７月生まれ）
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本
市
の
幼
児
の
む
し
歯
の
現
状

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
む
し
歯
が
見
つ
か

っ
た
幼
児
の
割
合
は
、
平
成
25
年
度
時
点

で
の
全
国
平
均
が
17
・
９
㌫
で
あ
る
の
に

対
し
、
本
市
で
は
34
・
２
㌫
と
高
い
現
状

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
歳
児
一
人
当
た
り
の
む
し
歯

の
本
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
全
国
平
均
の
２
倍
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
乳
幼
児
期
の
む
し
歯
予
防
対

策
と
し
て
、
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
康
診

査
を
実
施
し
、
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健

康
診
査
と
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
む
し
歯

予
防
指
導
や
フ
ッ
素
塗
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
１
歳
６
カ
月
児
健
診
、
３

歳
児
健
診
時
に
も
、
歯
科
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に

　

む
し
歯
の
主
な
原
因
は「
甘
い
食
べ
物
」

「
む
し
歯
菌
」「
質
の
弱
い
歯
」
の
３
つ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
重
な

り
合
う
と
む
し
歯
に
な
り
ま
す
。

　

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の
事

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
規
則
正
し
い
食
生
活

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
心
掛
け
、

間
食
に
甘
い
も
の
を
で
き
る
だ
け
控
え
、

食
べ
る
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

●
歯
磨
き

　

毎
日
の
歯
磨
き
で
む
し
歯
菌
を
取
り
除

き
、
歯
科
医
院
で
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

フ
ッ
化
物
の
利
用

　

フ
ッ
化
物
に
は
、
歯
の
表
面
を
強
く
し

て
、
歯
の
再
石
灰
化
を
助
け
、
む
し
歯
菌

の
は
た
ら
き
を
弱
め
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

健
康
な
生
活
の
基
本
は
、
丈
夫
な
歯
で
毎
日
の
食
事
を
し
っ
か
り

食
べ
る
こ
と
で
す
。
歯
を
守
る
た
め
に
は
、
親
子
で
乳
幼
児
期
か
ら
む

し
歯
予
防
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
家
族
で
歯
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す

６
月
４
日
㈯
～
10
日
㈮
は

　

フ
ッ
化
物
を
使
っ
た
む
し
歯
予
防
に
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
き
剤
】

　

歯
磨
き
剤
の
中
に
フ
ッ
化
物
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
大
豆
程
度
の
容
量
の

歯
磨
き
剤
を
歯
ブ
ラ
シ
に
つ
け
て
磨
き
、

最
後
に
軽
く
う
が
い
し
ま
す
。

【
フ
ッ
化
物
塗
布
】

　

濃
度
の
高
い
フ
ッ
化
物
液
を
歯
ブ
ラ
シ

や
綿
球
を
使
っ
て
歯
に
直
接
塗
り
ま
す
。

歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
な
ど
専
門
家
が

行
う
方
法
で
、
年
に
３
～
４
回
行
う
と
む

し
歯
予
防
に
効
果
的
で
す
。

【
フ
ッ
化
物
洗
口
】

　

低
濃
度
の
フ
ッ
化
物
液
を
口
に
含
み
、

１
分
間
程
度
う
が
い
を
し
ま
す
。
４
歳
頃

か
ら
永
久
歯
が
生
え
そ
ろ
う
中
学
生
く
ら

い
ま
で
の
期
間
に
行
う
と
、
む
し
歯
予
防

に
効
果
的
で
す
。

●
フ
ッ
化
物
を
利
用
し
た
取
り
組
み

　

市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
フ
ッ
化
物
洗

口
を
希
望
す
る
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
に

対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
、

こ
ど
も
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

フ
ッ
化
物
利
用
に
つ
い
て
は
、
専
門
家

の
指
導
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
歯

科
医
師
に
相
談
く
だ
さ
い

　　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
О
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員
名

簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・
活
動

予
算
書
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名　

①
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ

な
た
の
街
の
応
援
団
、
②
特
定
非
営
利
活

動
法
人
都
城
圏
域
高
齢
者
の
住
ま
い
と
介

護
総
合
研
究
所

●
縦
覧
期
間　

①
は
６
月
17
日
㈮
ま
で
、

②
は
６
月
20
日
㈪
ま
で
の
８
時
30
分
～
17

時　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23

−

７
１
４
６

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

遊
休
農
地
や
違
反
転
用
の
実
態
把
握
の

た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
農
地
へ
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

−

７
８
６
８

電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
会

●
日
時　

６
月
16
日
㈭　

13
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
定
員　

60
人

　

九
州
総
合
通
信
局
電
波
利
用
環
境
課

　
　

☎
０
９
６

−

３
１
２

−

８
２
５
２
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休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は17：00まで

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

※�診療機関は変更すること
があります。詳しくは、テ
レホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認してく
ださい

みやざき医療ナビ

医療機関名 電話番号

６
月
19
日
㈰

原田医院（ 内・小・外） 26-3330

鵜木循環器内科医院（循・内）26-0008

佐々木医院（ 内） 62-1103

柳田病院（ 脳・外） 22-4862

いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮）45-0020

いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻）36-5555

持永歯科医院 51-5400

６
月
26
日
㈰

政所医院（ 小・内） 58-2171

山下医院（ 内・呼） 52-1348

ひかりクリニック都城（内・循・消）26-1820

都北鮫島クリニック（ 胃・内・外）38-6060

きたむら皮膚科クリニック（皮・ｱﾚ）38-7300

野田医院（ 産・婦） 24-8553

安富歯科医院 22-4118

●休日当番薬局
月日 薬局名

６月19日㈰ さわやか、東町、トロン年見、
いわよし

６月26日㈰ 高城、つくし、ケーアイ吉尾、
ひむか

塵じ
ん

芥か
い

車し
ゃ

（
ご
み
収
集
車
）
の
売
却

●
入
札
日
時　

７
月
４
日
㈪　

13
時
30
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
６
階　

入
札
室

●
初
期
登
録
年
月
・
車
検
の
有
効
期
間
満
了
日
・
最
低
売
却
価
格

塵
芥
車
１
（
型
式
：
Ｐ
Ｂ
―
Ｍ
Ｋ
３
６
Ａ
）

平
成
18
年
６
月　

平
成
28
年
７
月
２
日　

70
万
円

塵
芥
車
２（
型
式
：
Ｋ
Ｋ
―
Ｍ
Ｋ
２
５
２
Ｂ
Ｈ
）

平
成
13
年
８
月　

平
成
28
年
８
月
11
日　

60
万
円

塵
芥
車
３（
型
式
：
Ｋ
Ｋ
―
Ｆ
Ｄ
１
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ａ
）

平
成
15
年
７
月　

平
成
28
年
７
月
９
日　

70
万
円

●
入
札
参
加
資
格　

購
入
者
（
法
人
の
場

合
は
、
役
員
な
ど
を
含
む
）
が
、
暴
力
団

対
策
法
な
ど
で
定
め
る
暴
力
団
員
ま
た
は

そ
の
関
係
者
で
な
い
こ
と

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
（
ス
タ
ン

プ
式
は
除
く
）、
入
札
参
加
申
込
書
、
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
を
持
参

●
そ
の
他　

売
却
案
内
書
は
、
管
財
課
で

配
付
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

管
財
課　

☎
23

−

２
６
７
２

児
童
手
当
の
支
給
と
現
況
届
の
提
出

●
対
象
年
齢
・
支
給
額

３
歳
未
満

１
万
５
千
円

３
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前

（
第
一
子
、
第
二
子
）

１
万
円

３
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前

（
第
三
子
以
降
）

１
万
５
千
円

中
学
生

１
万
円

※�

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人
は
、
一
律

5
千
円
。
施
設
入
所
な
ど
の
児
童
は
、

３
歳
未
満
1
万
５
千
円
、
3
歳
以
上
中

学
校
修
了
前
1
万
円
（
一
律
）

●
支
給
月　

6
月
、
10
月
、
2
月

※�

支
給
日
は
支
給
月
の
10
日
。
た
だ
し
、

金
融
機
関
が
休
業
日
の
場
合
は
そ
の
前

営
業
日

●
現
況
届　

６
月
中
旬
に
送
付
す
る
現
況

届
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
受
付

会
場
ま
た
は
各
総
合
支
所
受
付
会
場
に
提

出
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
受
付
期
間
は
本
庁
、
各
総
合
支

所
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
現
況
届
に
同
封

さ
れ
た
案
内
で
確
認
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
受
給
者
が
市
外
に
転
出
す
る
と
き

②�

受
給
者
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
（
口

座
の
名
義
変
更
）

③
受
給
者
が
子
ど
も
と
別
居
し
た
と
き

④�

受
給
者
が
子
ど
も
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
と
き
（
離
婚
な
ど
）

⑤
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

⑥
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

⑦
子
ど
も
を
出
生
し
た
と
き

⑧
子
ど
も
が
死
亡
し
た
と
き

⑨
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

⑩
子
ど
も
が
施
設
を
退
所
し
た
と
き

⑪
里
親
に
な
っ
た
と
き

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

平
成
28
年
度
分

介
護
保
険
料
年
金
差
し
引
き

　

介
護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
て
年
金
受

給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
６
月
か
ら
納
付

方
法
が
年
金
差
し
引
き
に
な
り
ま
す
。

●
対
象　

①�

平
成
27
年
10
月
2
日
～
12
月
1
日
に
65

歳
に
な
っ
た
人
で
、
平
成
27
年
12
月
に

年
金
を
受
給
し
た
人

②�

65
歳
以
上
で
、
平
成
27
年
10
月
2
日
～

12
月
1
日
に
新
た
に
年
金
受
給
の
決
定

を
受
け
た
人

③�

都
城
市
に
転
入
し
、
平
成
27
年
12
月
１

日
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
な
ど
で
住
所

変
更
届
を
行
っ
た
人
で
、
前
住
所
地
で

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

て
い
た
人

※�

対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
で
介
護
保
険
料
仮
徴
収
額

（
６
月
、
８
月
）
を
通
知
し
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

−

２
５
９
６
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図書館だより
※読み聞かせ会などの情報は、P20をご覧ください

◉問い合わせ
都城市立図書館� ☎ 22-0239
高城図書館� ☎ 58-4224

今月おすすめの本

ノバク・ジョコビッチ伝
クリス・バウワース（著）　渡辺玲子（訳）
実業之日本社（出版）

　テニス界の絶対王者の生き様をこ
こに凝縮！　客観的な視点から、彼
を知ることができる１冊。

一般
きみがもし選挙に行くならば
息子と考える18歳選挙権
古川元久（著）　集英社（出版）

　今年7月の参議院議員選挙から適
用される18歳選挙権。現職議員が選
挙の意義や社会問題などについて、
息子と語り合う。

一般・青少年

あやとり学
起源から世界のあやとり・とり方まで
野口廣（著）　こどもクラブ（編）　　　
今人舎(出版）

　あやとりの起源や世界中のあやと
りなどを紹介。あやとりの素晴らし
さや奥深さを知ることができる１冊。

児童・青少年
ぼくのおばあちゃんは
キックボクサー
ねじめ正一（文）　山村浩二（絵）　　　
くもん出版（出版）

　おばあちゃんは、キックボクシン
グのチャンピオン。おじいちゃんと
毎日、練習。でも、おじいちゃんが病
気になって…。家族の絆を描く絵本。

児童

高 城 図 書 館� ●休 館 日／６月19日～ 25日（蔵書点検）・28日、７月５日・12日　　　　　　　●開館時間／９：30�～18：00

□都城市立図書館� 「戦国祭り（夏の陣）」ほか
□高 城 図 書 館 � �「食中毒・カビ対策・保存食」、えほん特集「恐竜」ほか特設コーナー

●休 館 日／�６月６日～17日（蔵書点検）・20日・27日、７月４日・７日・11日　�●開館時間／９：30�～18：50　都城市立図書館
※水曜日は20：00まで開館

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

｢

縄
文
時
代
の
お
墓｣

　

昔
の
人
の
お
墓
と
聞
い
て
、
古
墳
を

思
い
浮
か
べ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
古
墳
時
代
よ

り
は
る
か
昔
の
縄
文
時
代
に
も
、
お
墓

は
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
の
南
部
、
今
町
に
あ
る
上か
み

針は
り
た
に谷

・

下し
も

針は
り
た
に谷
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
約
３
、

０
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
晩
期
の
、
お

墓
と
推
測
さ
れ
る
地
面
に
掘
ら
れ
た
穴

（
土ど

坑こ
う

墓ぼ

）
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

穴
は
長
辺
が
１
２
０
㌢
、
短
辺
が
90
㌢

の
楕
円
形
を
し
て
い
て
、
80
㌢
ほ
ど
の

深
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
人
骨
は
発
見
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
穴
の
中
の
土
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
人
間
や
動
物
の
体
を

組
成
す
る
リ
ン
と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、
高

い
値
で
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
穴
の
中
か
ら
は
た
く
さ

ん
の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、

亡
く
な
っ
た

人
が
生
前
愛

用
し
て
い
た

も
の
で
、
一

緒
に
埋
葬
さ

れ
た
も
の
な

の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

縄文時代の土坑墓（壁から出ているのが土器）

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

大た
い
ほ
う砲

図ず

小こ
づ
か柄

　

小
柄
と
は
、
竹
を
削
る
な
ど
の
細
工

用
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
た
、
日
本
刀

の
鞘さ
や

に
付
属
す
る
小こ
が
た
な刀
の
柄え

、
ま
た
は

小こ
が
た
な刀
そ
の
も
の
の
こ
と
で
す
。

　

戦
い
く
さ
が
な
く
な
っ
た
江
戸
時
代
、
武
士

の
持
ち
物
で
あ
っ
た
刀
は
、
次
第
に
そ

の
デ
ザ
イ
ン
も
重
要
視
さ
れ
、
精
巧
で

鮮
や
か
な
細
工
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

刀と
う

装そ
う
ぐ具
と
い
わ
れ
る
こ
う
し
た
付
属

品
は
、
現
代
で
は
美
術
工
芸
品
と
し
て

評
価
さ
れ
て
い
て
、
高
い
価
値
を
持
つ

逸
品
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
柄
に
は
、
大
砲

を
引
く
様
子
が
モ
チ
ー
フ

と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

大
砲
は
戦
国
期
に
西
洋
か

ら
伝
わ
り
、
砲
術
が
広
ま

っ
た
江
戸
期
以
後
盛
ん
に

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

先
に
立
っ
た
一
人
が
音

頭
を
と
り
な
が
ら
、
７
人

の
引
き
手
が
台
車
付
き
の

大
砲
を
引
っ
張
る
興
味
深

い
構
図
か
ら
、
当
時
の
武

士
の
砲
術
鍛
錬
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。
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このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

今
月
の
お
便
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
宣
言
を
読
ん
で
、
ど
ん
な
仕

事
で
も
接
遇
は
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
職
員

の
皆
さ
ん
は
、
都
城
市
を
背
中
に
背
負
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
。
研
修
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

（
下
川
東
二
丁
目　

Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

熊
本
で
発
生
し
た
大
地
震
。
自
衛
隊
で
の
宿
泊
研
修
の
記

事
を
読
み
返
し
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
、
で
き
る
準

備
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
安
久
町　

カ
ズ
ケ
ン
さ
ん
）

都
城
盆
地
が
か
つ
て
湖
で
、
噴
火
に
よ
り
大
淀
川
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
大
淀
川
沿
い
の
散
歩
道

を
、
大
昔
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
市
民

の
生
活
を
支
え
癒
し
て
く
れ
る
大
淀
川
を
、
決
し
て
汚
し

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
鷹
尾
二
丁
目　

ば
っ
ば
ん
さ
ん
）

広
報
紙
内
で
、
中
学
時
代
の
担
任
の
先
生
の
名
前
を
見
つ

け
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
お
会
い
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
う
れ
し
く
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
く
な

り
ま
し
た
。

（
宮
崎
市　

は
や
を
。
さ
ん
）

高
城
の
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
に
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
雨
の

降
る
中
、
遠
方
か
ら
も
約
２
、
０
０
０
人
が
参
加
し
た
そ

う
で
す
。
水
や
あ
め
玉
を
あ
げ
る
と
喜
ん
で
も
ら
え
た
の

で
、
こ
ち
ら
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
高
城
町
有
水　

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
）

　都城の皆さん、はじめまして。今年の４月に中国
重慶市から参りました、張穎です。これから一年間、
国際交流員として都城の皆さんと一緒に生活でき
ることがうれしいです。
　大学で日本語と日本文化を勉強した経験から、
一衣帯水の隣国である日本に憧れを抱くようにな
りました。その後、実際に留学する機会に恵まれ、
友だちもたくさんできて、楽しい一年間を過ごす
ことができました。
　日本の人たちのほほ笑みや、優しさを強く感じ
たことを、今でも覚えています。
　都城に来たばかりですが、毎日職場の人たちや
近所に住む人たちから、仕事や生活などさまざま
な面で助けてもらい、元気に暮らしています。
　これからの一年間、わずかな力かもしれません
が、自分の学んだ知識を生かして、日本と中国との
友好や交流、相互理解をより一層深められるよう、
精一杯がんばっていきたいと思います。
　都城の皆さん、よろしくお願いします。

交流員国際
ひとりごと

ニーハオ！　都城

張
ちょう
穎
えい
さん

（中国）

Vol. １

の

◎問い合わせ　生活文化課　☎23－2295

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

■４月号クイズの結果【応募総数31通】
　◎正解／①790　	②口座

広報都城

①�さらに輝きを増す都城の「３つの宝」。
　基幹産業である「農林◯◯業」。

問

答

②�災害に備えて、◯◯マップで危険箇所を確認
しましょう。

問

答

ク イ ズ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言



施設案内 ※6月12日～7月15日の日程

◉美術館（姫城町）� ☎25-1447
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※７月４日㈪～19日㈫は展示替えのため休館
　◎収蔵作品展　風景画の魅力「迫力満点の山々」
　　７月３日㈰まで

◉都城歴史資料館（都島町）� ☎25-8011
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　　　　　　※毎週土曜日は、小・中学生は無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎企画展「災害と向き合う人々」　 ９月４日㈰まで

◉都城島津邸（早鈴町）� ☎23-2116
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※６月28日㈫～７月１日㈮は展示替えのため休館
　◎収蔵史料展�「都城と都城島津家」６月26日㈰まで
　　収蔵展期間中の伝承館の観覧料は　
　　一般210円、高校・大学生160円、小・中学生100円

◉人形の館（山之口町）� ☎57-5295
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町）�☎57-3713
　開館時間 ９：00～17：00
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町）� ☎58-5963
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町）��☎58-6900
　開館時間 10：00 ～ 16：00
　入 館 料 大人200円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町）� ☎62-4936
　開館時間 10：00～15：00
　金、土、祝日の前日は19：00 ～ 22：00も開館
　入 館 料 中学生以上310円、小学生100円
　休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
　◎たちばな天文台開館25周年記念イベント第１弾
　� 宇宙探検・星空ウォーク（無料）
　 ６月12日㈰まで　10：00～16：00

POST  C AR D

8  8   5   8   5  5  552円切手を
お貼りください

【ちーずまんじゅう24個入り  ２人】
読者プレゼント
今月の 

※�このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わせください。

商品提供事業者
ケーキの店Taiki（早鈴町1507-1）　☎26-2286

　6,500人の主婦と吉
本興業が選ぶ、ご当地
グルメコンテスト「よ
しもと47シュフラン」
で金賞を受賞。15年間
変わらず丁寧に一つ一
つ手作りし続ける自慢
の味。ぜひ、ご賞味く
ださい。

◎	応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号と、わたしの一言や６月号を読んだ感
想を書いて〒885ー 8555�秘書広報課まで。正解
者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

◎	応募締め切り　６月30日㈭当日消印有効
◎	当選者発表　本紙８月号
◎	４月号当選者　永野ミヤさん（高城町大井手）�他１人

※	応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品発送以外には利用しません

都城市役所�秘書広報課�行
　（広報都城��No.126���2016年６月号）

氏　名

住　所

電話番号�（　　　　���）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フリガナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます



インフォメーション

●日時　７月18日㈪
　　　　開演11：00（開場10：30）
●料金　全席指定　大人2,000円、高校生以下500円
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

� ０才から入場できる、親
子のためのクラシックコン
サート。子ども向けコンサー
トに定評のある一流の演奏
家たちが、楽しい工夫をち
りばめながら、上質な演奏
をお届けします。

Concert for KIDS

@Paul�Brown

ウオーキング
で健康づくり!  

平成28年５月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,115世帯 427 -1,307
人口総数 164,181人 571 -1,302
男　　性 77,113人 342 -409
女　　性 87,068人 229 -893
※平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口です スマートフォンで

も市政情報を発信

都城市現住人口

今月の表紙
地域をあげてのおもてなし
　4月29日㈮、高崎町笛水地区の人たちが企画・運営し
たイベント「笛水ウォーク」が開催されました。
　自然や地元の人たちと
のふれあいが魅力のこの
イベントに、市内外から
約60人が参加。参加者ら
は、林道などを散策し初
夏の里山を楽しんだ後、
地元の人たち手作りのそ
ばやがねなどに、舌鼓を
打っていました。

●日時　６月12日㈰
　　　　10：00～
●料金　全席自由2,000円

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

　流派を越えての津軽三味線
コンクールが開催されます。九
州内から100人を越える奏者が
一堂に会し、熱い音色をお届け
します。

第３回津軽三味線全九州コンクール

みやこのじょうウオーキングマップ活用術①

　４月14日と16日、熊本県を中心に強い地震が発生し、大
きな被害が出ました。亡くなられた方々のご冥福をお祈り
するとともに、被災された方々に対し心からお見舞い申し
上げます。いつ起こる分からない災害。今回の地震は、こ
れまで、比較的安全だと言われていた九州地方で発生し、
被災地の人は「まさか大地震が起こるとは思わなかった」
と口をそろえます。私たちが住む都城では、5年前に新燃岳
が噴火し大きな被害が発生しました。今後、大きな災害が
発生しないとは限りません。もしものときに備え、これま
で以上に防災意識を高めておきましょう。（道）

編 集 後 記

市役所の開庁時間		平日８：30～17：15��※土・日・祝日は閉庁
■毎週木曜日
　市民課窓口は17：15 ～ 19：00まで夜間対応
■土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30 ～ 17：00 （ 12：00 ～ 13：00を除く）

市の提供番組紹介
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
� ①�6：50�～� ②11：50�～� ③17：50�～
� ④20：50�～� ⑤22：50�～
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」

毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）　
　「インフォメーションM」

毎週月～金曜日  9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59

地域のイベントにも活用しています
姫城地区：ウエルネスロードコース

　田園風景を楽しみなが
ら 、 安 全 に 歩 け る こ の
コースに魅力を感じてい
ます。旧志布志線の鉄道
跡地を利用した今町鉄道
公園を往復する7.2kmの起
伏のない行程は、桜の時
期がお薦めですが、霧島
山を背に見頃を迎える菜
の花などの草花も、一年
を通して迎えてくれます。
　地区では、このコース

をイベントにも活用していて、子どもから高齢者
を対象にしたウオーキング
大会を開催。世代間の交流
の場として、旧友との再会
の場として、回を重ねるご
とに参加者が増えています。

中町自治公民館長
小林貴志さん

～ 0才からのクラシックⓇ～
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